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東北横断自動 (工、秋田尽の 交通体系の根幹となる

もので、すでに秋市治ミら横子市までの .4kmにつし、ては、平成 3

の手庇宇口指して着々と工事が進められておりま 7 0 

秋田県教育委員会では、昭和年度から遺跡の発掘調査を究施

しミ歴史的に貴重な資料を得て逐次その成果を去表してま L、りまし

i土、 日召手口61 -昭和62年度に調査しました 3

)の調杏成果やまとめたものであります。

上野台潰跡においては県内で最初の縄丈時代中期の掘

跡、寺沢遺跡ではこの地域にとって初めての、ド安時代の

跡、そして半仙遺跡では縄文時代前期と中期の早大佐居跡の検出が

あり、これらは地j或の歴史研究に欠くことのできないものでありま

す。

は無論のこと、 る御理解と 。〉

ために広く活用されることを期待します。

に本菩を刊行するにあたり、御援助、御協 賜りました日

びに関係仙台建設局、協和町-西仙北

し心φミらの しょげま)0 

3凡 I1

秋

教 育 長 斎 藤
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東北横断自動車道秋

Ilのものである。

る埋蔵文化財発掘調査報告書の 3冊

2 り昭和61・62年度に調査された12遺跡のうち、西仙北町ー所

協和町所在の半1UJ遺跡の調査結果を収めたものである。

|付 、ては、すでにそ どによって公表されているが、本

る。

4 i遺跡の立地と のj也形・地質は、専門指導員である白石建雄

お願L、した。

5 上野台遺跡・半仙遺跡の鉱物分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に、上野台遺跡の花粉分析

はパレオ・ラボ株式会社に委託したものである。

6 りである。

はじめに-遺跡の立地と環境 1・3

遺跡の立地と環境 2

上野台 跡

第 2

つ

3 

4 

沢 跡

半 UJI 跡

断面図中の土色につし、ては

ム臼

高橋忠彦

栄一郎

手Ij部修

武藤祐浩

手IJ部 修

-財団法人日本色彩研究

所色票監修『新版標準土色rlJ占』を使用した。

8 

泉拓良

F あたって、次の方々から

隆佐 々

助言を賜った。

王

(敬称UI長、

F' 秋田 七ンタ して

も 回ア

L、心。
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凡 例

1 本報告書にi民録した遺構実mu図は基本的には1/40、規模の小さ

として統一し、それぞれにスケールを付している。

2 遺物実測閣は、;J<IJ片石器・石製品・土製品は2/3、磯石器は1/2，1/3・1/4、完形土器は1/3・1/4、

しては1/20縮尺

土器拓影図は112.113縮尺で掲載し、それぞれにスケ ルを付している。また表裏縄文土器

してし、る。

3 を含む)号Ijに、 各広ごとに通

4 注記は、ローマ

もそれに対応する c

序に、 して[R5]1jし

fこ。

;) ム
μ

ナ
~し付を口す番し B.Cの3

に分カみれたため、 A区は01~ 100、 B 区は lOl~200 、 C 区は201 ~300の番号 、寸ノ

にしfニ。ま おし、て したものの、 と判断されなかったもの

につし、ては欠番としている。

8 本報告書で使用される りである。

si 竪穴住 居跡 S B. 摺立柱建物跡 51〈‘' -土 坑

SKT WドF!日ァ SR 土器坦設j貴構 SN 

SE 井 戸 跡 S V;[ -炭焼成

門I j貴構漬物の挿図中に館用したスグリ ト ンは下記の通りである。

i也 LlJ ie:-:-:。;-i it上 炭化物
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l 調査に至るまで

1 調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、秋田市 横手市 岩手県北上市を結ぶ県期待の高速交通体系の

基幹をなす道路であり、昭和53年11月には、秋田市 4krnについて第 8次施行命令

が下された。これに伴い昭和54年11月には、日本道路公団仙台建設局長から秋田

てに、計画路線内 za 
った。これにた

田子小
Lい

内

員会では、

、，
Y
一ブ。

(註1.2)

LtニO さら 行
(註3.4)

い、最終的に路線内に37遺跡が存在することを報告してし、る。

その後、路線内におけるこれら37の遺跡の保存について、日本道路公団と秋田県教育委員会

との間で協議されたが、路線変更の不可能なことから最終的には記録保存の措置をとることで

し、昭和60年度から されたのである。

され、昭和60年には河辺郡河辺町七曲地区の 6調査は秋田 り

は{出北郡協和町中淀川地区の上ノ 1111.上 Fノ UJrr q 

J 

JI 
『

.g されている。さらに昭和62年には半仙遺跡の残

りの部分と、西仙北サービスエリア予定地の上野台遺跡とその北側の寺沢遺跡、 1ill北部南外村

の大畑潜沢rn.小出 I.rr.rn

水遺跡の調査を行ってL、る。

大出市と る下 横手市

註 l 秋田県教育委員会 『選跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第79集

1981(昭和56年 l

註 2 秋田県教育委員会 打量跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告古第93集

1982l昭和57年)

詰 3 秋田県教育委 『遺跡、詳細分布調査報告書J 巨大i干i県文化財調査報告書第116集

1984 (nB fiJ59年)

註 4 その後の範囲確認調査などで遺跡の範閉が路根内に及んでいないことが判明したものがあり、 37

の遺跡のうち、実際に調査の対象となる遺跡は24遺跡である。

註 5 {1c 1+1県教育委員会 『東北横断自動車道秋回線発掘調査報告書 1 秋同県文化財調査報合 I~f-i~

第150集 1986(昭和61年 j

6 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 II~ 秋田県文化財調査報告書

第166集 1988(昭和田年)

J 
d 



はじめに

2 調査の組織と構成

秋田 二ょE、三、

遺跡、名-所在地-

調査期間 調査担当者

9，OOOm2 昭和62年 栄

lMl寸/川武 祐浩( ノy

手Ij苦[~ {広( I1 

τ前iア 一1一1文奇二 心.+寸、

栗沢光明( 11 

鎌

26 1寺 沢|

九升田宇寺沢ト11外

28 1半 仙仙北郡協和町 5，500m2 

峰吉JI[字半仙48外 (山Onf) I昭和61 熊谷太郎

9/20~ 1l /19 柴田 (文化財主事)

(3，150nn 手Ij部 (1芸

4/22九 6/13 横山伸可

村上 光明(非古勤職員)

1
1う指 員工楽普通五

明蔵文化財センタ

小林 雄 同学院大学文学部教綬

須藤 !珪束-It大学文学部助教授

白 イコ 雄

桑原舷良1) 多賀域跡調査研究所長

総務担当 加 藤 jffi (秋田 センタ一主査)

品協定、~t:J1I) (秋田県埋蔵文化財センタ

協力機関協和町

西1111北町・西仙北町教育委 -西仙北町建設課

4 



3 調査の方法

3 調査の方法

発掘調査は、グリッド法を採用した。東北横断自動車道秋田線路線内には、 20m毎に中心杭

が打設されており、遺跡内の

にMA50から磁北に沿っ

し、これをグリッド起点MA50とした。さら

る東西基線を設け， 4mx4mのグリッ

トーや話予L、ま十封筒所仁レベノL しては、 A.B.

C [2::とも

ある。

らグリ、ソドを設定して L、る。

中心杭

S T A392+00 

沢遺跡 S T A397+00 

半 1111遺跡 S T A419+40 

とした中心杭は、下記の通りで

グリッ卜♂杭には、東西方向に LA→ LT、MA→MTとアルファベァトの組み合わせを、南

北方向には南から北に向泊、って昇傾となる連続する 2桁の数字を用い、この両者の組み、合わせ

を記入し、グリッドのl呼称には、その東南に f、ニる (例 LA50)を用いて L、る。

各遺跡とも、 旬、 遺構確認!古iまでは浅L、ものと考え、全

て入力による安土除去から開始して t、る。出土遺物のうち、遺構外のものは、出土グリッド

位-出土年月日を記入 Lた与ベノ1/とともに取りとけ工、遺稿内出士の遺物については、出

出土層位.1+¥土年月日を記入したラベノLとともに取り上げている。また、これら

の出土状況によっては、そ

り、掘り込み面におい

っている。遺構の昨認は可能な限

るよう

認される 多い。

0) ついては、主に四分法を用いている。 などの、

しく、地山面で確

Lハk*/ノ、」

i 土、そのプラン確認後、東丙及び南北の三方向または長qîlU及び短軸の ~.)jlみj に丙どする覆 I -.:Ii主

のベルトを残して調査を進めて L、る。また、規慌の'J、さな土jえなどの遺構に関し

ては、長軸に沿ってベルトを残しこ分割して調査している c

ょった。図而は、平岡-土!麗断両院!な は1/20で作ばlすることとしたが、配石、土器

1二、一、 Lては1/10縮尺で行ってL、る。ま

などから数次にわたる図面作成も行っており、この

の作成も行った。

主、

よる

、ては、基本的には35mmモノクロとリパーサルフィノしムを使用した。この他、

上野台遺跡と半1111遺跡、では遺跡の古環境や年代把握のため、科学分析を行った。

5 



はじめに

4 調査の経過

上野台-寺沢-半仙遺跡の調査経過は、下記の通りであるが、各遺跡、の詳しし

述する遺跡毎の調査の経過を参照されたい。

昭和62年 4月 8日調査担当者は、本調査における諾準備のために調査地域の下見を行い、調

査開始までのほぼ1ヶ月間、グリッド打設、進入路-

備など調査に向けての諸準備を行っている。

4月初日、発掘作業員募集のため、仙北郡協和田J. 西(山北町中

央公民館にて作業員説明会を開くとともに、

協力方もお願し、している 0

4月22日、寺沢遺跡は武藤-栗沢、半仙遺跡は利部-

7
9
 

し、調査を開始し、両

遺跡とも梅雨に悩まされながらも 6月23日をもって終了している。この間上野台遺跡について

は、その対象面積が70，000nfと広大なため、遺構・遺物の集中する重要調査地区の把握のため、

5月 11 日 ~6月初日の約 l ヶ月間3 ラ OOOnt におよぶ実質の範囲確認調査を栄・高橋盆鎌田がr=rって

し、る。この調査の結果によ久

り込まれている地山溜まで削平を受け"ており、 J実際に調杏の必要な部分は台地北(日1Iの 3

つの舌状の張り出し部に限定され、それぞれA区3，800nf、B区3，200nt、C区2，000nfの計9，000 l11~ 

であることを確認している。

6月24日、寺沢・半flJI遺跡、の終了をもって上野台遺跡の調査を開始し、各区の担当は、 A区

栄-鎌田、 B区平Ij部-村上、 C区武藤-栗沢である。

7 月 6 日 ~7 月 8 日、武藤宮高橋が、東北横断自動車道に係る南外村に所在する提沢 1 . TI 
よ11

っている

8月 3口、比較的遺構・遺物の少なかったち区が終了して L、る 0

8月27日、 A'C区の調査終了をもって、

7月下旬には、 1==1 仰ぎ、

ている。またこの調査期

F-

について協議がなされている。さらに 8月25日にはC区において、花粉分析のためのサンプリ

ングがパレオ・ラポ社によって行われている。

あり、

を通じ、地元小学生や、郷土史家、地元;文化財関係の人々

この説明にも当ってし、る。

どは、昭和62・63年度の両年にわたって秋田 タン

で、行われている。

詰 l 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第174集

1985(昭和63王下)

6 
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l 遺跡の立地

l 遺跡、の立地

上野台・寺沢遺跡のある西仙北町は秋田県の中央部に位置し、北流する雄物川を中心として

東西25kmの細長い区域からなる。町の東部は雄物川の支流である土賀JlI.今泉JlIに沿って開け

た狭い耕地を中心とし、西部の強首・大沢郷地区は雄物)11の形成した氾濫低湿地と出羽山地か

らなり、両遺跡は町中心部liJ和野の西方約 5kmの台地上にi位置している。

遺跡のある台地は、東の赤坂部落から西の杉山田部落に至る東西 4km、南北1.51冊と広大で、

北側を雄物川に、南側をその支流である大沢川によって侵食された独立丘を呈した台地であ

心。

台地の高さは最頂部で80mほどで、西側に行くにつれてその高さを減じており、東側から高

位互段丘菌、中位互段丘菌、中位蛮段丘面、完新世段丘商の極めて平坦な四つの段丘面を見る

ことができる。特に高{立五段丘簡の北側には開析谷の発達が著しく、大小の舌状部分が形成さ

れている。

上野台・寺沢両遺跡はこのうち高位五段

丘面上にあり、 と野台遺跡は台地中央部北

側の大小 3つの東西に並ぶ舌状部分CA.B

C区)からなる。

寺沢遺跡は上野台C区から、台地内最大の

開析谷である九升田沼を挟んで、北へ400m

の北側先端部の緩斜面(標高47~56m)に立

地している。 遺跡の北側は急崖となって比

m前後の沖積地に続いており、沖積

地には、し、くつカ、の自然堤防が認められ

三7

G 。

半仙遺跡は寺沢遺跡の北方2.4J.佃の雄物

)11右岸、標高30m前後の東西に沢の入りむ

南側に張り出す舌状部分に立地している。

遺跡のある台地は中位互段丘面であり、北

の畑山丘陵地を経て4.5kmには、これも中

E段丘面に上ノ山立遺跡をはじめとして

上ノ山 1.館野遺跡などの集中する地域が

ある。

第 i額遺跡往還酪

9 



遺跡の立j也と集局

l上野台遺跡 2寺沢遺跡 3半f!lI遺跡
4上ノ山 I遺跡 5館野遺跡、 6上ノ 山II遺跡

第2図 西仙北町・協和町内路線と遺跡

- 10一
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2 調査地域周辺の地形・地質

2 調査地域周辺の地形-地質

( 1 ) 地形概観

半仙および上野台・寺沢遺跡は出羽丘陵(出羽山地ともいう)を横断して流れる雄物川の中央

部からやや大曲寄りの地点にある。雄物川の流路沿いの沖積平野は幅約 2km前後で、比較的広

L 、。 しかし沖積平野背後の地域は主として丘陵によって占められている。また、蛇行流路の外

側、すなわち攻撃斜面倒は切り立った断崖をなしている。このため雄物川の流路は峡谷状の地

形を示している。

雄物Jllの流路がこのような地形を呈していることは、 i盗起する出羽丘陵を雄物川が掘り下げ

続けてきたこと、すなわち、出羽丘援に対する雄物川の先行性を意味する。このため出羽丘陵

を横断するこの流路はしばしば「雄物川先行谷jとよばれる。出羽丘陵は新潟県を含む東北地方

日本海沿岸地帯の帯状の山地であり、新第三紀後半から第四紀にかけて進行した出羽変動(藤

岡、 1986)が形成した摺曲山脈で、ある。これが離水を開始した墳、雄物川は既にその上を流れ

てL、たのである。

第 4図は雄物川先行谷周辺 である。悶は国土地理院発行20万分の l地勢国を用

い、j:.m~討法により幡 2 km未満の谷を消去して作成した。等高線は100m間隔である。また、山

地および丘i愛地を流れる水系は点線で示した。一般に現在の地形は隆起・沈降などの地殻運動

と侵食による影響との代数手口の産物である。接峰両国は授食による影響を消去した閣であり、

よる地形を示している。

本地域の地形は山地、丘陵、段丘、

域北方L は保的ZUUIII 

らなる。第 4図に示されているように、本地

向に延びている。図北

度は1， 000 mあ i人この斜面の比高は800m

地の南端部にあたる。

4図の西部大半を占め、

上記の山地との境界は地形断面に

る。この急斜面分布地が山地であり、太平山

して L、る。標高200m以 Fの地域てt〕久

とLて現，れる。 河川によって密な開析を受

けh ているものの、全域にわたって等高性があり、 j頁高はよく揃っていて、

平坦に見える。このような地形は「斉国丘陵」とよばれ、日

るとほとんど

よくみられる。こ

面の支配下ででき る

われてL、ないが、第四絞初頭における

ると解釈されてし、るいや川、 1967)。

る。本地域には最低位の完新世段丘

ついては

段丘は次に述べる沖積平野に面

を含めて 8段存在する。いずれも雄物)11とその支流の河成段丘である。これらについては後述する。

沖積平野は河川i流域の低平地である。本地域では雄物川の流路に広く発達しているほか、岩

13 -



遺跡の立地と環境

o 5 lOkm 
~r!J存i平野

LLJ:t也・ 1と1I麦・ j'!之 l手

関接峰額図および主水系図
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2 調査地域周辺の地形・地質

見111および淀川流域に狭長に存在する。また、本地域東方の大曲およびその南方には横手盆地

底を構成する広い沖積平野の一部が分布している。雄物川の河床高度は出羽丘陵入口の大曲付

近で標高20m、出口の四ツ小屋で 5mである。後述するように、この雄物JIIに沿う沖積平野面

白こは自然堤防などの徴地形がよく発達している。

第 4図に本地域の主要な水系を示した。水系の配置は雄物川を境として、北部と南部で非常

に異なる。北部の水系は南西方向のものが卓越しており、等高線の配置に度交する必従河川で

ある。一方、南部では東西方向のものと南北方向の水系が卓越している。南部における地質構

造は南北方向である。それゆえ地質構造に支配された南北方向の隆起帯と低地帯の配置が上記

のような水系の配置を導いたのであろうと考えられる。

( 2 ) 地震の概要

秋田県は東北地方グリンタフ地帯の一角を占め、

って広く分布している。こ

部は「下部グリンタフ」とよばれ、主として火山噴出物から

とよばれ、泥岩・砂岩ーなどのj栓晴岩からなる。

5図は本地域の地質図である。本地域における

本地域北方の太平山地に分布する。その周辺には、下部グリンタフが

って分布する。本地域における下部グリンタフは下位より!院に

に区分されている。 1ゴ、上の地層の分布は北西一南東方向で、前記した山地の斜面

の方向と一致している。合油新第三系を構成する地層は下位からJJ関に女JII層、船111

層、笹岡層に区分されてし、る。笹岡層の堆積年代は近年少なくともその主部は第四紀で、あると

する見解が多かったが、最近の研究(性藤ほか、 1988)で、は新第三紀鮮新世てーある。これら

る堆積物は上位のものほど組粒になる鎮向がある。すなわち最下位の女)11層

____ i¥ される。下

、
q
tノ

i
 

し らなるが、ヲミ棒、寺!習のシルト

では主として砂岩から構成されて L、る。このこと

浅梅化していったことの反映であると解釈されている。なお、

ている頁岩は主として女)11層由来のものである。

とともに

として多く用いられ

ところで、

』むには

は前記した地形と

と下部グリンタフなど、

をもって分布してL、る。すなわち、山

し、

らなる。このことは

本地域の地形は、地質構成と

あると見なすことができる。

きい地域であることを物語っている。したがって

きく反映しており、地質支配を受けた地形で

- 15 
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遺跡、の立地と環境
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第 5思議査地域思辺の地質盟大沢(19宗0)による。
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2 調査地域崩辺の地形・地震

nu 

設背jむ・川il仁d

I住?立~;お

自然1是IW.ポイ

ントパー堆積物

r::::::万拐~ . rアア71船 )11層
湖町三副長q"Iij官週中位II段丘土佐積物系伝二守川

新図正'b!:1 r5Z JjjíH~t 

層

段丘1ft積物 臨調青山11層
民孟溺米ヶ

物目高位II段-
S閤 半仙@上野台@寺沢遺跡周辺の地震国
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遺跡の立地と環境

半仙・上野台・寺沢遺跡周辺の地形と地質( 3 ) 

第 5図は半イ山・上野台・寺沢周辺地域の地質函である。図は臼田ほか(1979)による地質図と段

また、第 l表は層序表である。本地域の地質は下位から!慣に新丘分布図を編集して作成した。

表序層

第三系、更新世段丘堆積物、沖積層-完新世段丘堆積物からなる。

第
系一一一第新①

 
新第三系は丘陵地のほか段丘堆積物の基

盤として分布する。下位から!績に船)11層、

天徳寺層、笹岡層に区分されている。船JII

面赤

面

.由

釘FJII ロ
H

4
小，中位 III段丘

ム
口σ3 上中位 II段丘

更
新
世
段
丘
堆
積
物

層は主として泥岩からなる地層であるが本

更地域に分布する同層上部には火山噴出物が
後

卓越し、米ヶ森石英安山岩部層、生内凝灰

「
行
川

・『
H
T

不岩部層に区分されている(臼田ほか、 1979)。
口
H川

廿共これらはそれぞれ本地域の北東、雄物川右

面III F 日

iコ
主
計中{立 I段 JI:

廿一
1
寸
1

・岸の丘陵地に分布する。米ケ森石英安山岩

ム封II 仁11者高位 II段丘
中
f田部層は輝石安山岩やハリ質安山岩の熔岩円

層間
』手で

出二

f<<字新世
頂丘および火砕岩からなり、侵食に対する

層-*-寸ナf忠
A

大抵抗性が大きいため、地形的には突出した

L

札
川
層

孤立峰を形成する。生内猿灰岩部層は主と

中新世
して軽石凝灰岩からな久米ヶ森石英安山

を取り巻くように分布する。泥岩は

は本地域の丘陵地に最も広および芦沢付近に局所的に分布・している。本地域南東端、

る。笹岡層はらなり、下位の船JIIJ膏く分布している。細粒砂岩およびシルト

本地域北東、強首北方のi勾斜軸の芯部にまとまって分布するほか、

る。)--L る。国結度の低い

②更新世段丘堆;積物

る。¥，、ずれも雄物川とそ更新段段丘は沖讃平野に面する

直段丘、低位 iI これらの支流の河成段丘である。

-寺沢遺跡はそれぞれ雄物)11のよ
。
、、J
'

n叶
Jν

門ソ

t
Q
U
 

噌

'
e
A

、
カ一ま田宜段丘とよばれてし、る

f 
j している。雄物川豆TI段丘面J.-

路を成長させる過程でできたことを示しており、いずれも蛇行流路の内側に分布している。

以上の段丘の分布には顕著な特徴が認められる。低位段丘の分布は支流の流域に限られ、雄

I .盟国および中位TI.しか物J11本流域には存在しない。中位段丘は全流域に分布する。
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2 調査地域周辺の地形-地質

亜面は相伴って分布し、高位の段丘とは明瞭な比高をもってその低位側に分布するものの、 3

ることはない。このことは中位 I段丘と E段丘の形成時期に大きな隔たりがないこ

とを示唆している。

高位互段丘は上ノ台東方および強首南画の雄物川右岸に分布する。この段丘はNAKATA(l976)

五面に相当する。段丘】耐の高度は約60~70 111である。開析が進んでいるものの、平坦面

はよく保存されている。上ノ台におけるこの段丘はレンズ状の砂層を挟在する小~中陳層

厚 3111以上、下限不明)とそ る 2 mの石歩~ らなる ぐ〉

ている。

中位段丘は本地域に連続的に発達しており、高位の段丘群が断続的であることと比較すると

非常に対照的である。中位 I段丘は雄物川右岸の芦崎付近に局所的に分布する。しかしこれは

より上流側へと連続し、神宮寺付近では広大な段丘面となる。乙の段丘はNAKATA(l976)の権台

直面に相当し、岩見)11流域に分布する本段丘は最終間氷期に対比された(内藤、 1965)。段丘面

の高度は40~50 mであり、高位の段丘とは明瞭な高度差がある。段丘堆積物は本地域では観察

できないが、

な k 礁はグサ 1)疎イとしてL、る。

中位互段丘は雄物川

段丘である。

平坦面は、よく

る本段丘の坑井資料によれば、層厚15111の小~中礁から

ノ

¥ るo NAKATA (1976)の 1---の台商に相当する

111であ i人上‘下位の面と

軽散な波状の起伏が認められる。上/台における

ある。

7""--8m し、 とそ
可。

らなる。 は円暦された小

とし、レンズ;伏の砂層を伴う。上位の砂層は 3111 し、細粒砂からなる。下

8 111ま

らなる。層
-、. • 

::l m T'~ ン'ノレ 「

してし、る。

もってその低位担IJ

相}11野面に相当する段丘である。

さ:hている。

らなる

低{立 1. II段丘は雄物川

rn 

の

保

、

戸

。

ノ

¥

幻

よ

1
i
+
B
h
 

A
パ

A

二刊
H
吋

中
I

百

μ

柏
市
一

尚

子
。

o

，、J
M

戸

、

ザ

Q

L

J
の

J
f」

段丘面下 4mまでは円麿された小~中陳カミ

らなる。

る。低位 I 市
川

f j 

と

ごく断片的である。これら 2面はNAKATA(1976) 

されている。低位 I段丘面は流路に沿

る。恐らく平野面下に埋没しているものf-

される。 1 2 rnでごく薄く、 らなる。また、淀川上流の水沢
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遺跡の立地と環境

付近における本段丘堆積物中には泥炭層が存在する。この泥炭層はPiceaを主とし、 Abies、

Tsuga、Betulaを伴う亜寒帯針葉樹の花粉が圧倒的に優勢な花粉組成を示す(臼田ほか、 1979)。

これらのことにもとづいて低位段丘群は最終氷期に対比されている。

③沖積層および完新世段丘堆積物

完新世段丘は本地域最低位の段丘である。上ノ台における更新世段丘の西部および小種周辺

に狭長ながら有意な分布を示すほか、常野付近にも分布する。堆積物は確認していない。

沖讃層は平野地下の堆積物である。時代的には更新世末期から完新世にわたっており、

は完新世段丘より古期の堆積物を含む。坑井資料によれば、雄物川の流路に沿う平野の沖積層

基底深度は起伏に富み、これに支配されて層厚は 5~20m と変化する。堆積物は砂擦を主と

し、シルト、粘土および泥炭を伴う。層相の側方変化が激しい。

平野面は数設に段化していることに加え、自然堤防・ポイントパ 等の徴高地と i日河道・後背

湿地等の問地・低平地が複雑に配置していて、軽徴ながら起伏に富んでいる。とくに自然堤防

の発達が顕著である。自然堤防は砂磯や粗粒シルトからなる高燥な徴高地であり、洪水時にも

冠氷を免れるため、この上には多くの集落がある。新聞、木売沢、強蓄などはそのような集落

の関である。平野面下10m以浅の沖積層最上部の層相はこの徴地形とよく対応している。すな

わち、徴高地の表属部には砂穣や砂などの粗粒物質が卓越し、凹i也・低平地ではシルト・粘土な

どの細粒物質が支配的である。

引用文献

藤岡一男(1968)秋田油田における出羽変動.石油技官j;j=協会誌， 33，283-297

内藤博夫(965)秋田県岩見JlI流域およびその周辺の段丘について.第四紀研究， 4，23-34.

中JII久夫(967)丘陵地の成立に関する一考察.佐々保雄教授還謄記念論文集， 371-378

NAKATA， T. (976) Quaternary Tectonic Movements in Central Tohoku. Sci. Rep. 

Tohoku Uロiv. (7th ser. )， 26，213-239. 

大沢 穣(1980)20万分のl地質図，秋田および男鹿.地質調査所.

佐藤時幸・高山俊昭・加藤道雄・工藤哲郎(1988) 日本海側に発達する最上部新生界の石灰質徴化石窟序，

その3:秋田地域および男鹿半島.石油技術協会誌， 53，199-212.

日田雅郎-村山 進・白石建雄・高安泰助・乗富一雄(1976)秋田県総合地質図幅「苅和野J.秋田県， 77p.
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3 歴史的環境

3 歴史的環境

上野台遺跡・寺沢遺跡のある西仙北町と半仙遺跡の所在する協和町は、秋田県南部の北側に

位置し、県内最大河川!である雄物川がその町界をなしている。遺跡はこの雄物川とその支流沿

いに広く分布しているが、昭和40年代まではその数や内容に不明な点が多かった。しかしなが
(註1)

ら、昭和53年・54年に行われた中世域館遺跡詳細分布調査、昭和59年度から 5ヶ年計画で行な
(註2)

われている遺跡詳細分布調査によって、この地域における遺跡数は倍増している。

西仙北町における遺跡の分布は雄物川を中心に、東西に 2つの集中する地域がある。 1つ

は、雄物川左岸の強首地区で、上野台遺跡や寺沢遺跡のある高位立段丘面やその下の雄物川の

残存湖である乙越沼や、木原田沼を含む中位E段丘面縁辺部に多く分布している。上野台遺跡
(註3)

に隣接する遺跡では、東側に縄文時代晩期の高城遺跡、(36)があり、また現在の器地公園運動場
(註4)

は、縄文時代前期~後期の竪穴往居跡が検出された柏台遺跡(37)の跡地である。弥生時代から

古代にかけては、弥生時代の遺跡として残存湖周辺に上ノ台X(33)・上ノ台程遺跡(48)の 2遺

跡が確認されているにすぎず、古代に歪つては、上野台・寺沢遺跡以外に発見されていない。

中世になると上野台遺跡の北東に高城(35)、寺沢遺跡の北西0.5kmには称宜館(42)や白坂館(52)

があるがし、ずれも未調査であり詳述できない。

上野台の南側には、江戸時代に整備のhなわれた亀田街道が東西に走っている。現在町道赤

坂・強首線とほぼ重なるが、高城地区には往時を偲ばせる!日道やまた街道筋には御番所跡など

も残っており、当時の交通の要所であったことがわかる。

一方の雄物川右岸の遺跡集中地域は、雄物川の支流である土買川や心像川の段丘上に見られ

る。このうち心像川の下流右岸には縄文時代前期・中期の土器・石器が出土した刈布沢遺跡、平

安時代 (9世紀後半~10世紀前半)と考えられる上雨堤遺跡がある。特に上雨堤遺跡では掘立柱

建物跡 2棟、万子を出土した土壊などが検出されており、この地域における平安時代の遺構の

発見は当時としては初めてのものであった。その他、縄文時代中・後期の遺跡である笹原台遺
(註5)

跡や中世の寄騎館跡などがある。

協和町におけh る遺跡の分布もまた、雄物川とその支流沿いに集中している。支流である淀川

下流の千着地区は、半仙遺跡より北へ1.6kmの中位互段丘面に当たるところであるが、この地

域には昭和61年度I、こ調査が行なわれた上ノ 111TI 遺跡(9 )がある。上ノ山E遺跡では縄文時代前

期の大型住居跡が27軒検出された極めて特異な遺跡で、あり、周辺の同期の遺跡の中心的な遺跡

と考えられている。この上ノ山E遺跡と同時に調査が行なわれた縄文時代中期を中心とする上

ノ山 I遺跡(16)や縄文時代前期と中期の竪穴住居跡の検出された館野遺跡(7)もある。また、

地区より淀川iを1.3kmほどさかのぼると、|日石器時代と縄文時代晩期の複合遺跡である防台遺
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番号

1 未命名の遺跡

中‘〉 未命名の遺跡

3 未命名の遣時

和田の台 A

5 未命名の遺跡

6 和田の合 B

⑦ 主主 町三

8 坊 」仁~ì

① 上ノ山口

10 長者森館

11 未命名の遺跡

12 I五百刈田

13 舘の沢城

14 和問の台 C

15 )11 又

⑬ 上ノ山 I

17 I未命名の遺跡

18 米命名の遺跡

19 未命名の遺跡

20 未命名の遺跡

21 日 器

22 上総介館

つζJ・つ3 ノh

24 EI 

25 ，時

押t

3 歴史的環境

第 2表周辺遺跡一覧表

文献

縄文

縄文

縄文

縄文(中期) ムり凹J

縄文

縄文・平安

縄文 6 ・12

縄文(晩期)

縄文(前期) 12 

中世 6 

縄文

縄文

中世 6 

縄文(後期)

縄文(前~後期)

縄文(前~後期) 12 

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文(晩期)

中一世 6 

中世 G 

縄文

番号 遺跡名 時代(時期) 文献

29 平 縄文

.30 主L斗コJ j頼 縄文(後~晩期)

.31 弥 E力 士医;

.32 ρ吊14 聖子 縄文(晩期)

.3.3 J二ノ台 X 弥生

.34 上ノ台 I

.35 問口] 城 中世 4 ・6

.36 高 幼え 縄文(晩期)

.37 ネ自 一仁~ 縄文(後期)

⑧ 寺 7尺 縄文(前期)

.39 上ノ台 XI 縄文(中期)

40 ヰi 弥生

41 上ノ台立 縄文

42 称、 よrムL噌 館 中世 6 

@ 聖子 同仁L、1 縄文(前期)-平安

44 上ノ台 II 縄文(中 ~H免期)

45 太 けj 縄文

46 上ノ台 N 弥生

47 上ノ古 VJI 縄文(中期)

48 上ムノ台 VI 弥生

49 上ノ台 V 縄文

50 J-_ ノ台 III 縄文

511上ノ台V1!I 綿す

52 円 士}え 自官 中国:

53 鋭 ヰこ、1 

11 日
日司 縄文(n免且Jj)

(0印のi立跡が i'bllr~r道関係遺跡}

つ'ミ
ムJL)



遺跡の立地と環境

跡(8 )があり、その地旧石器時代の遺跡には、淀川と荒川の合流点にある岸館遺跡ゃ荒川上流

の米ケ森遺跡などがある。また、縄文時代の遺跡では、多量の土器・石器とともに中期の石組

遺構が 1基検出された岸館遺跡や中期~後期の土器・石器とともに 3基の石組遺構が検出され

た沼町後遺跡などが挙げられる。

半仙遺跡のある雄物川右岸のi峰吉川地区には、それほどの遺跡のまとまりはみられないが、

遺跡の南西水田部には縄文時代晩期の岩瀬遺跡(30)があり、東側には小平遺跡(29)がある程度

である。また遺跡の東側1.0固には天王山式併行の土器片やアメリカ式石鍛を出土した中沢遺

跡(40)があり、中世域館には半仙遺跡の西側1.5kmに湯ノ沢城(27)・石神館(23)・白岩城(24)な

どがある。

註 l 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和5'7年)

註 2 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県南版)j] 1987C昭和62年)

註 3 (註2)によれば晩期となっているが、昭和62年の表採資料には縄文時代中期の土器片も含まれて

いる。

註 4 柏台遺跡は、昭和57年の緑地運動場公園造成に伴い発掘調査が町教育委員会によって行われてい

るが未報告である。

註 5 参考文献 6によれば同館跡から縄文時代後期の遺物も出土している。

参考文献

1 長山満天星 「西町後石器時代遺物発掘報告J U荒川村郷土史資料第四集j] 1956C昭和31年)

2 協和町教育委員会 『協和村郷土誌j] 1968C昭和43年)

3 協和町教育委員会 『米ケ森遺跡発掘調査報告書 1977C昭和52年)

4 菅江真澄 「月の出羽路J Ii菅江真澄全集第七巻』 未来社 1978(昭和53年)

5 西仙北町教育委員会 円IJ布沢遺跡発揖調査報告書j] 1980 (昭和55年)

6 秋田県教育委員会 問火田県の中世域館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和57年)

7 西仙北町教育委員会 『西仙北町文化財分布図j] 1983(昭和58年)

S 秋田県教育委員会 「笹原台遺跡J Ii遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書

第140集 1986(昭和61年)

9 秋田県教育委員会 秋田県文化財調査報告書第149集

1986(昭和61年)

10 秋田県教育委員会 作太田県遺跡地図(県南版)j] 1987(昭和62年)

11 秋田県教育委員会 『歴史の道調査報告xi唖亀田街道』 秋田県文化財調査報告書第161集

1987C昭和62年)

12 秋田;早教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発価調査報告書J 秋田県文化財調査報告書

第166集 1988(昭和63年)
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第 1章発掘調査の概要

i の

1節遺跡の槻観

とし、雄物JlI

してし、る。

ると、眼前に平坦で広大な牧草地を

遺跡は、西ílli北町の中心地~IJ和野から

-西仙北町・

西仙北町ー

見ることができ、町道はこ

は、先の町道から分11度して北ヒずる

し西に 2krnほと

って~ .る。

に向って伸びており、

ほぼ中央で 2:本の町道によって、南側と東側が問まれた地域にあたる。台地北

f~Jjは北西側からっそきな開折谷が入り込んでおりミそれに伴う犬小の沢によって画された小舌状

している o i1.._.B.Cの各区は、これら小舌状部に立地しており、東からA.B祖 C区の

!I慎に並んでし、る。 A区は西側と北側に沢が入 i)込み、南側は標高60mほどでほぼ平坦である

が、調査区内中央部より北側では、緩い傾斜地である。

B区は、 A区より西160mほどの西側に突き出た舌状部分にあり、北部jから東側にかけては

九升田沼に流れ込んでし、る沢が取り i臨み、西側はCIRとを画する小沢となっている。

側で60m、北側で53mほどである。

C区は、 B n り く伸びる

され

mほどで北側の九升田沼に向かつて標高を減じてい

あり、一部斜面は濯木のある原野である。

に立地している。

る。 jl，_.B. C区とも

ん
川
行
ド

日々比〔つ山 の

遺跡、のグ 1) ッ

北iニ1凸う

中心杭S A392十りOを起点MA50とし、それから磁

. .=_ ，iLり 調グ
-区f

u
 

h
H
U
 

A
 

イ
」

トよ一

内に 4111 4 mの

を距点とし、またそれぞれ 2

して l・る。与区には、その区ごと グ 1) 吋ド、杭

としfこグリッドし、る。

杭とレベル レーーへえ りである

27 



上野台遺跡

レベノし原点杭の惇!会i

A区 LF65 

B区 NE73

C区 OA60

BMA-l ご 60.449m 

Bl¥1B 1 =57.592 m 

B M C -1 = 54. 886 m 

BMA -2 =59.253 m 

BMB -2 =55.071 m 

BMC-2 =55.066m 

室内に於ける整理は、遺構については実測図より第 2原図を作成し、これをトレースしてい

る。また遺物については、洗浄-注記の後に実棚、拓影、 ってL、る。

縄文時代の土器については下記の通り深鉢形土器を基本として各区共通の分類に拠っている

が、時期的にまとまった資料が乏しく相当大まかな分類となっている。

I群土器:縄文時代早期末葉~前期の土器

1類 縄文を地文として太い沈静、を施す。

2類 縄文のみ施される土器で、 a.表裏縄文b.外面のみ縄文施文の土器とに分かれる。

3類太い縄文原体を用L、る。

E群土器:縄文時代中期の土器

1類大木 7b式土器

2類大木 8a 

3類大木 8b 

4類大木10式土器

5類円筒上 層C式土器

6類組製土器

E群土器縄文時代後期の土器

l類 後期初頭の土器であるが、施文様からして門前式- Ib式などと逆行関係に

あると考えられ、ベリエーションがある。

2類後期前葉の十腰内 I

3類 円形刺突の用いられる土器

4類粗製土器

5類深鉢形土

N群土器:縄文時代晩期の土器

1類大洞

2類大j同A式土器

V群土器:底部資料を一括している。

るもので、ある。

7
9
 

られるが、 ため し、。
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第 i章 発掘調査の概要

第 3節調査の経過

遺跡の調査は 5月11日から開始され、 6月20自までにトレンチ謂査を行っている。 トレンチ

70，000 n1"の西仙北サ ピスエリア予定地内全域を対象として行ったが、戦後の牧草地

よる撹乱が著しく結果的にはA.B‘Cの3区に調査地域を限定してし、る。各区とも6月

24日より調査を開始したが、これ以前に機材・プレハブ等の搬入を終えており、またクリッド

打設も6月22日より開始されている。以下各区ごとの調査の経過を述べる。

AIR : 6月下旬、調査区南部から表土剥ぎを開始する。また北西端部にトレンチを入れた

が、若干の縄文土器片が出土しただけで

南部カか迫らの表土争剥lリlぎでで、は、表土層下{位立カか冶ら縄文土器.剥片が出土する O さらに 6月27日にはK

S62グリッドE層上面で焼土遺構(SNOl)が検出されたことから豆層上面での遺構確認に注意

が払われた。またこの聞には、弥生土器・須恵器なども出土している。

7月初旬、 KT64・65グリッド周辺から縄文土器片がまとまって出土し始める。 KR63・LB65 

グリッドを中心として焼土遺構が数基検出される (SN03九 06)。またこの他にも SN07------11ま

で、焼土遺構の確認がされている。

7月中旬、 7月15日には、 KM68・69グリッドで住窟跡を検出(S1 13)、翌日には百囲炉を確認

している。 7月17日には土偶脚部の出土をみている。

7月下旬、 LA. L B58グリヅドにおける SK17を始め多くの土坑の検出がなされる。この間

された遺構群の精査と写真撮影及び作図が行われる。 1層粗描りもほぼ終了する。

8月初旬、立層の掘り下げの開始とともに特に中央より北側で多くの士坑の検出がなされる 0

8月中旬、 8月17日S1 37検出。 遺物が伴う。

8月下旬、各遺構の作図と

し撤収作業に入る O

B区 6月下旬、

中心となって進められる日 8月25日深掘りなどを

内
、

ペ
B

，yti
 

)-")-- して、北側か

始する。この部分でーは表土10cmでJ也山に;達するため、遺構が削平を受けh てし、るものと判断され

る。 6月26日NF42グリッドで石棒検出、 MT68グリ、ソトバでは土坑と思われる

している o 6月29日NC76グリッドから土器・石器が比較的まとまって出土する。

7月初旬、 7月 2B N C79・76グリット、で落ち込みLを確認、 MR66では土坑(SKIOl)を検出し

ている口 7月 4BにはNF73グリッドでSWI03、 7月 8日には SWI03に切られる

(S 1 104)が確認される。

つ1
vよ



上肝台遺跡

7月中旬、先の SI 104の炉が地!末炉であることを確認する。またNC61グリ叶ドヵ、 iう遺物が

まとまって出 i二する。{まぼ

7月下旬、

C区 6月下旬、

りを終了する。 遺構数が極めて少なL、
国の作成などを中心とする。 8月3日

式IJ払い、倒木の除去と併行 Lて西側より

lOcmて'ltl2l1uこ達してし、る。西側より縄文土器ー石器(掻器 がIl[¥十A している。

】ア

0 0 

ぎが南側に移るに

検出してし、る。

も出土する量が多くなる。 北側oE63グリヅドで SR203を

7月初旬、 S1 201・202を確認し、

て行う。

と併行して北側から

中央部平坦部で、 SK204・205・209、 S1 206等の検出が相次いでなされ、

力を注ぐ。

を継続し

7月中旬、東西に走る溝状の落ち込みについて、 トレンチを設定したところ

土し、一応捨場(ST221)として調査を進めることとする。粗掘りは北東部のみに移る。

7月17日表土剥ぎが終了する。

7月下旬、 SK218・SK219とした掘り込みが柱穴であることが判明し、これにより SB241を

検出している。

8月初旬、名遺構の精査を終了し、 ゐ。

S T221の精査によって 3層からは縄文中期末葉から後期初頭の土器が、またその下の 5層か

らは表裏縄文の土器が出土することを択える。

8月 6日SK

8月20日

層谷)と

される。

白石建雄氏が来跡する。 ST221は

された。

8月24日パレオ・ラポ社による花粉、分析用と、 11C

ら自 で生じた谷 (1新

てしもる。

A.B.C各戸:の調査経過の概略は上記の通りである。この間 ムぞ

多く、遺構の全容を把握するのに担当者は難渋した。ま 7月下旬から 8月と

り返しをする もあった。さらに 8月18日には、記録的

な集 I~!~I豪雨によって丙 ílJi北町内は冠水し なし、口もあった。こうし

て、 8月27日に全ての調査を終了し撤収を行った。

スワ



1節 A区の

つ
/ 
4個J の

第 2主 A~~の調査の記録

Lつ

牧草地造成時の撹乱が及び層序は決して安定してし、るとは言えなL、。 遺物包

も層としては把握できなかった。 以下はA区の!雷序の概略である。

I層 黒褐色土(7.5YR3/2). 草根の入る比較的しまりのある土で調査区南側で'20cm、北側で

はlOcmほどのj享さがあり地IJIの粒子も含まれる。 造物は長時期のものが混在して出十守

しており、 ド位層と比べても出士量が多い。

rr層 階褐色土(7.5Y R3/41.遺跡全体には存在しておらず、 KR61クリット、から KL70グ 1)

y ドにかけて、厚さ lOcm前後で、存在している。草根も入 1)、地山粒子も混入する。 I

!習トれまJ(bJ(b1 "主 11rJi述人;スふヴて、=、 ，~ 、 、 ) 。、 -ν ーノ ;::，，'今 、
7層ト 11 ~、ノi汁...1 、

i--iζァ、 U ~/ 0 

盟!嘗 (7. 5Y R3/3). 五層とそれほど変わらなし、が、 く見える。五層よ

りもしまりがなく、地山もブロックとなって混入している。

さ:Itている o

N層 地iJJt斬移層で、地山もブロック状に混入している。

V層 褐色士 (7.5YR4/6i.j也山で、竪穴住居跡・士坑はこの!-.]商で確認できる。

百層 にぶL、黄褐色壬二OOYR7/4). VJ曹と|司じであるが下位ほどシノL ト質になる。

一一-6Ci.5¥11 

径 1~ 4 cmの凝灰岩質の円際からなる。

第 2図 A

つつ
リリ

しており、



上野台遺跡

第 2節検出遺構と遺物

l 縄文時代

( 1 )検出遺構と出土遺物

①竪穴住居跡

容113 (第 4 ・ 7 ・ 8 図、図版 2 ・ 3 ・î1 ~13)

KL.KM68・69グリッドに位置する。 E層上面で、炭化物の広がりを確認したが、明確な掘り

込みはN層上面で検出した。南東端部は調査区外のため、全体の4/5程度を調査したものと思わ

れる。現状では住居跡の北東側の壁は後世の削平によってほとんど消失しているが、長窪5.0t日

前後、短径4.4m前後の楕円形プランをとるものと推定できる。長軸方向はほぼN-55
0

-vVであ

る。本住居跡はV層の地山土を掘り込んで床面としており、最も残りの良い南西側では、壁は

斜めに立ち上がり、検出面から床面までの深さは約25cmをmuる。

住居中央には60x 50cm前後の楕円形に石を組み、その中に深鉢を据えた石国土器埋設炉が存

在する。また炉の東南側には地山のローム土を剖り残した高さ 8cm前後の高まり り、さり

にその南東側に接して、径45cm、深さ75cmのピットが掘り込まれている。このピット内の覆土

には炭・焼士の混入が著しい。このピットおよび地山の高まりは住居の長軸上に炉と

並び、炉と地山の高まりとの間には良く焼けしまった焼土07層)が堆覆しており、これらのこと

からこのピットおよび地山の高まりは炉と密接に結び付いた機能を有するものと考えられる。

柱穴は 4í聞で、径25~45cm、深さ 25~45cmを測る。柱間距離は住居のプランに対応して、長

軸方向が1.9~2. 1 m、短軸方向が1.4~ 1. 5 rnとなってし、る。壁柱穴、壁溝等は存在しなL、。

本竪穴住居跡の覆土は全体に比較的大形の炭化物を含み、中央部の炉周辺では焼土の混入が

著しい部分もある(14・16層)が、総体的に均質で基本庸の困層とは異なっている。これらのこ

とから本竪穴住居跡は周辺からの自然流入土によって埋没したのではなく、人為的に埋め戻さ

れたものと考えられる。

出土遺物には少量の土器および石器がある。炉の埋設土器は口縁部を欠く豆群 3

ある(1)0 R L縄文地に沈線、による波状文と二本単位の直線、文とを垂下してし、る。覆土中から

も同類の深鉢の破片が若干出土している (2~ 5)。出土石器には二次加工ある刺片 (S1 )、

(S 2 )、瞭器(S3 )、砥石(S4 )、石皿(S5 )各 i点、および争Ij片 6点がある。このうち石皿は

床面直上から出土し、他は覆土中からの出土である。 S1 ・2は頁岩製である。

本竪穴住居跡は埋設土器から縄文時代中期中葉の大木8b式期に属する。

51 37(第 5・9・10鴎、図版 4・11~ 13i 

KT68グリット、を中心に-部KT69グリッドにかけて盟層 した。西南端では SK50 

- 34-
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第 2章 A区の調査の記録

こと坑によって切られてし、る。 v層への掘り込みは浅く、確認、時には東端および南端は既に

上面まで掘り下げていたため、この部分では壁の立ち上がりを検出できなかった。現状からは

長径5.0m前後、銀径4.0m前後の楕円形プランをなすものと推定でき、その長軸方向はおよそ

N-53
0

-Wである。検出聞から床面までの深さは最大で、約25cmを測り、監は垂直ではなく、緩

やかに立ち上がっている。壁溝は認められない。床面中央東寄りには厚さが16cmを越える大形

( 8層)

したものと推定される。

一様ではなL、。

に白然堆積土と考えられる。

できなかったが、

6 f国を検出 Lた。否認---45cmミ深さ15----40cmとその規

直層 してfゴ1)、

るが、縄文時代中期中葉から後期前半のものが混

在している。 6~9 は E群 3 類の深鉢である。 6 は 4 単位の波状口縁をなし、

とした文様が捕かれている。 10はE群 4 。。
よってy{lu

く」の字形に内

つ えらjし服部にはL縄文が描走する。 11~ 16 

く」の字形に外反し、頭部から胸部に方、け』て 2条

えられている。制部の地文はRL縄文である。 12姐 13(主沈

LR縄文が斜行している。 14・15は同一(同体である。

屈し、

は頭群 l

の沈線が施され、

よる区画内に

口綾部には小さな山形突起が付き、突起下には沈線による S宇:伏文が施さ，/1、口縁j二部には円

形の刺突亨iJがめぐっている。 16は沈線による区画内に条線、が縦走する。 17は罰群 3

鉢の胴部片で、全面に京Ij突文が施されている。 18は車群 2類で、沈線による曲線的たモチーフ

内に LR されている。 19~23は聾群 4 類に属する _J.. 

ワ

る。 24と25は縄文時代後期の深鉢の底部(¥!群)である。 24は13と

6.9 ・ 10 ・ 14 ・ 19~21.24fままとまって出土しているが、

きなかった。

片(S8 、出石 S9)、

(、 S6) 、て次加工ある手Ij片(~ 7 )、微ノj、剥離痕ある手Ij

( S 1町、台石 S11があるc これらの石器はし「行1も lニ)0) 

心。

出土状況から

問辺からの流入土によって舟然に埋没する

と推定される。

S 1 34 (第 6図、図版 4) 

され、以後

れたもの

L B67グリッ

し

る。皿

きなかった。その

り し、周辺の掘り込み

のベルトを設定し、 V層上臨まで掘り

Fげを行った。 v属 j二回およびベルト も明瞭な掘り きなかったが、
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る41閤の柱穴を検出したこと、焼土の分布がV層上面まで及んで焼土を取り臨むよう

と推定されるいることから本来掘り込みを有する竪穴住居跡であったと判断した。

V層上面から最大10cmの厚さでおよそ180x 60cmの範聞に広がっている。比較的しまりが弱く、

V層上面には明瞭な焼土面を確認できなかったが、ニ次的な移動を受けたものと考えられる。

焼土付近で 2点の亜角礁を検出したことから、本来石間炉が存在した可能性が推定される。柱

の距離は南北開が穴は径40~45cm前後で、検出聞からの深さは25~40cm前後を測る。

らオ::".竪穴往居跡は{圭これら2.1 ~2. 3m、東西間は北側1.7m、南側2.3mである。

5m前後の床開規模を有する可能性がある。

しかし、住居跡に伴うものか明らかしている。つ本竪穴住居跡周辺には田

CQ) -8 

ではなく、本住居の時期も不明である。

A-(C) 
先
)
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42 

第6図



料
N

時

Cこ主

ξ 三三c

.... 幽畠

、........-

套剰-H 

小、l
司

ぴコ 王室 Cでy)ド

訴芦守処田訟ア

図
内円‘ 「一戸 ト
{ 

ゲコ

GI 

ーベ

'-1] 
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しJ

S3~ SI1:5 

S国遺構内出土遺物(2 ) 
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上野台遺跡

一正
U

S 10 

。
5 cm 

S 6 -11 : S 1 37 

仁川

第10図遺構内出土遺物(4 ) 
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第 2章 A区の調査の記録

② 土 坑

8 Iく16(第11・15図、図版 5・15)

KT71グリッド西南部のV層上面で検出した。東西径180crn、南北径175crnのほぼ円形プラン

をなす。検出面から底面までの深さは最大で:'22crnを測り、壁は斜めに立ち上がっている。覆土

は大きく上層(1層)と下層 (2~ 4層)にまとめることができる。いずれも自然、堆積と考えら

れ、後述するように上層と下層では出土遺物に時期差が認められる。

出土遺物はし、ずれも土器である。 26・27は震群 4類に属する RL縄文施文の粗製深鉢である 0

28~36は胎土中に横維を含む I 群土器である。 28~30はヘヲ状工具による沈線文が施されてい

る(1類)028は!こi唇部内側に刺突が施されている。 31~36は趨文施文のみの 2 類bである。こ

のうち35には縄文施文後にへラ状工具による浅い沈線様のナデの痕が 1条認められ、本来 1類

に属する可能性がある。縄文原体の撚りは29~34が LR 、 35 ・ 36が RL である。遺物の出土層

伎をみると26・27・32が l 29・31・36が4層からの出土であり、下層からE群土器の出土はな

L、。

以上の遺物の出土状況から、本土坑は I群土器の時期(縄文時代前期)に属し、縄文時代後期

のE群土器は土坑埋没過程で流入したものと考えられる。

事長特(第11・15図、図版 5・14・15)

KT69グリット刀、、ら LA69グリッドにかけてのV層 i二面で検出 Ltニ。掘り込みの平面形は東

西径40crn、南北窪35crnのほぼ円形をなし、検出面から底面までの深さは30cmを測る。壁は比較

ち上がり、全体の形態は柱穴様を呈している。覆土は周辺から流入した堆損状況を明

さず、 1層伝面では土器が面的にまとまって出土していることから、人為的埋士で、あろ

う。出土遺物のうち37は五群 4類の深鉢である。 4単位の小波状口縁をなし、頚音13は逆「く jの

字形に内屈する。波頭部の外面には弧状の短沈線が、内面には円形の事Ij突が施されている。頚

は横{立の刺突列がめく、、り、胸部はLR縄文が縦方向

立群 6

81く25(第11・15図、図版 5・15)

ある。 L
」ア

心。

るL

されている。 38・39は

--r 
0 0 

KR67グリッド西端のV層上面で確認した。現状で80x 70crnのほほ I:J~J形プランをなし、確認

面から底面までの深さは 8crn前後を測るにすぎない。しかしながら、掠り込みの確認面よりも

10cm以上上位に本土坑に伴うとみられる土器が存在することから、本来の掘り込み聞はより上

ったものと推定できる。覆土は地山のロームブロックを混在し、覆土と地山土との境界

は漸移的であり、自然流入土と考えられる。遺物はし、ずれも掘り込み確認函よりも上位でまとまっ

て検出した。 40~42は同一個体で、口属部は丸く調整され、口
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上野台遺跡

帯が l条めぐる。隆帯下にはLR縄文が縦方向に回転施文されている。胎土は本遺跡出土のTI

群 3類の一部のものと類似するが、その時期は不明である。 43は盟群 l類に属する。頚部に7J(

平に連鎖状貼付文をめぐらし、さらに貼付文上には一対の円形刺突が施されている。貼付文の

上位にはへラ状工具による沈線文が描かれる。鯛部にはLR縄文が縦{立回転施文されている 0

44 ・ 45は40~42 と同一個体とみられる。 46 ・ 47はE群 4 類に属し、 46は L 縄文の縦位回転施文、

47は縦方向の条線が施されている。 48はスダレ状圧模を底面に残す。

本土坑は遺物の出土状況から縄文時代後期初頭に属すると考えられるo

S長特(第11・16図、図版14) 

L C70グリッドから LD70グリッドにかけてのV窟上面で検出した。平面形は長軸110cm、

短軸80cmの北西側に張り出しを有する円形を皇する。断面形は張り出し部側が中心に向かつて

斜めに落ち込み、反対の南東側の底閣は平坦で、援は若干底に向かつて広がっている。覆土は

大きくは 1・2層、 3層、 4層の 3群に分かれる。 1層は炭化物を多量に含み、 3層は下位に

土器片を合み、 L、ずれも椙色士が大量に混在する。 4J習は下底vこ小礁を含む。これらの層はい

ずれも人為的埋士の可能性が強いG 遺物には 3層からまとまって出土した土器がある (49)。底

部を欠き、全周の1/3程度を検出したにとどまるが、 4単位の橋状把手をもつものと推定され

る。把手の両側 して刺突が施され、中央には径1.3cm前後の穿孔がある。口縁部は逆

「く」の字形に内隠し、把手の中間にはと面に沈線をいれた「ノ Jの字形の粘土組が貼り付けられ

ている。胸部にはLR縄文の縦位回転施文の地文に沈線によって横位および縦位に展開する曲

線文様が描かれ、文様内が磨消されてし、る。文様の構成は明確ではなし、が、把手の下方の麿消

まで垂下している。車群 1

本土坑は出土土器か

謹長特(第11・16図、図版16)

L K61グ 1) 吋

切ア。。
。。

たため、ベルトを設

定して揺り下げた結果、 V層 j二部でーわずかに掘り込みを投出したc ベルト設定面泊ーら毘面まで

の深さは約20cmを測り、ベルトの土層断面からは壁は斜めに立ち上がり、ベ!~ト設定面で在日

~55cmの楕円形プランをなすものと推定できる。覆土は困層に類似し、自然堆積土と考えられ

る。 出土遺物にv主ご1=号号と頁岩製の争IJ片2点がある o 50~ :=i 4は同一個体で、口縁はかすかに内湾、

し、緩やかな波状をなす。口縁下には刻み FIを施した隆帯を l条めぐらし、胸部には縦走する

ら沈線による紡錘文:1犬のそチーフを描いている。車群 l類である。

る。

51く19(第11・16図、図版16)

KR72・73グリッドのV した。 る。
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検出面から底面までの深さは約45cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土はし、ずれ

も地山土の混入が顕著であり、長期にわたる自然堆積土とは考えられず、人為的埋土と推定で

きる。遺物は乏しく、土器の小片がわずかに出土したのみである。 55は縦方向に走る地文が認

められるが、摩滅が著しく、原体は不明である。 56はL縄文が施文されている。両者とも彊群

4類に属するが、小片のため、これをもって本土坑の時期を決することは困難である。

S Iく21(第11・16図、図版16)

L B60・61グ1) ッドに位置する。 v層上面での検出である。南北長97cm、東西i福91cmの不整

の方形プランをなす。検出面からの深さは25cmを浪村、壁は斜めに立ち上がる。覆土は 3層に

分かれる。 1・2腐はそれぞれ 1.堕層に類似し、 3層は壁の地山土の崩壊土とみられ、いずれ

も自然堆積土と考えられる。 遺物は土器の小片が l点出土したのみで‘ある。 57はR撚糸文地に

沈線が施されている。盟群に属すると思われるが、小片のため明確ではない。

S Iく26(第12・16図、図版 6・16)

K S72グリッド南側V膚上面で検出した。長さ 120cm、幅105cmの隅丸方形の平面形を呈す

る。長報!方位はN-8
0

-Wで、ほぼ北を向く。底部は比較的凹凸があり、

がってし、る。検出国から底面までの深さは約25cmで、ある。覆土は 2層に分かれる。 1層は炭化

物、地山土のブロックを含み、遺物は主に本層から出土する。 2層も地山土のブロックを含

み、両麿とも人為的埋土と判断される。出土遺物には土器 (58~64) の他に耳栓 (65) がある。 58

~60は五群 3 類に属するが、し、ずれも しL、o 61 ~63は血群 4 類に属し、 61 ・ 63は RL

縄文、 62はLR縄文が施文されている。

した耳栓である。直群土器に伴うものと考えらhる。

とること、

ことから土墳墓のロJ能性が強いものと忠われるο そ

縄文時代後期前半と考えられる。

S Iく32(第12-17図、図版 6.17・18)

る。 65は両面に密な束IJ突を施

と判断されること、

となる出土土器から

五T‘LA70グリッド、の中央のV層上面で検出した。 50 40cmの楕円形プヲンを呈し、

はN-19
0

-Wである。検出面からその上位にかけては台石および 3個の亜角礁が配されて

いる。底面は若干の凹凸があり、検出面から底面最深部までの深さは約15cmを測る。 礁の検出

状況からは本土坑の本来の掘り込み面はより上位にあったものと思われる。覆土には地山土と

炭化物が混在し、人為的埋土と~:Ij断で、きる。遺物には土器片と台石がある。 66は国群 4

し、 R撚糸文が縦走する。 S12は土坑上位に配された台石で、片岡に 2惜の問みを有する。

もつこと、覆土が人為的埋土と見られることか

い。理群 4類土器の出土は必ずしも時期決定の担拠とはならなし、が、土坑の形態からは出土土
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器と近接した時期が想定できる。

$長35(第12・17図、図版17・18)

LB69グリッド中央西南寄りに位置する。 v層上田でご検出した。平田形は180x130cmの不整

形をなし、掘り込みも不整で、一部で段をなしながら斜めに落ち込んでいる。検出面から底面

までの深さは55cmを測る。覆土は 7層に分かれる。 1・2層は焼土層であり、 2層が特に赤化

が著しい。 3層以下には焼士を含まないが、地山土のブロッケを混入し、人為的埋土である可

能性が強L 、。遺物は主に 3 層以下からの出土である。 67~69は藍群 4 る。 67

はわずかに内傾する無文の口縁部である。 68vir撚糸文が横走する。 69はRLR

転施文されている。 70は底開に網代痕を残す。 S13は石鍛である。基部の片側を折損するが、

基部にはほとんど二次加工が施されておらず、両面に素材の剥離面を残している。 S14は二次

加工ある剥片で素材の背面に二次加工が施されている。 S15はa商左側縁に散小恭Ij離痕を有す

る。これらの石器はし、ず、れも頁岩製である。

本土坑は出土遺物から縄文時代後期前半に属する 0

s 覧36(第12-18図、図版 7・17)

KT70グリッド東北部に位置する。 v

形をなす。長軸方向はN-53
0

- Eである。

Lた。平面形は55x 45cmの不整の隅丸方

るが、北東側では

っている。検出面から底面までの深さは13cmを測るが、

底面からの深さ 6cmの落ち込みが存在する。また土坑確認、面の上位には土器片が比較的まとま

って出土しており、本来の掘り込み面はより上位に存在するものと考えられる。覆土は 2層に

分かれる。 2層は地山土を多量に含み、人為的な埋土とみられ、 1層も炭化物、地山土を含

み、人為的埋土の可能性が強い。出土土器はし寸ぶれも直群 4類に属する。 71~73は同一個{本で

ある。口縁が若干内湾し、 RL縄文が縦位向転施文されている。 74は摩滅が著しいため不明確

ではあるが、 LR縄文が回転施文されているものとみられる。

本土坑は出土土器から縄文時代後期前半に属すると考えられる G

事長特(第12・18図、図版17)

KT70グリッド中央やや南寄りに位置する。 v層上面での確認である。南北箆75cm、東西径

70cmのほぼ円形プランをなす。掘り込みは底に向かつて若干広がり、検出国から底面までの深

さは約25cmを測る。覆土は 4層に分かれる。 1層には炭化物の混入が顕著であり、焼土粒も

子含んでいる。 2~4 層にも炭化物が若干混在し、 2 ・ 4 層には地山土のブロックを含み、こ

れらの覆土は人為的理土である可能性が高L、。出土遺物には土器の小片がある。 75・76はとも

に亜群 4類に属し、前者には網目状撚糸文が、後者にはRL縄文が施されている。

ら縄文時代後期前半に属する可能性があろう。

:=iO 



第 2章 A区の調査の記録

S!く45(第12・18閥、図版10・17)

L B70グリッド、中央のV層上面で確認した。北端部を弥生時代の土坑 SK39によって切られ

ている。現状からは径約45cmの不整円形プランをなす。掘り込みはすり鉢状で、検出面から底

面までの深さは18cmを測る。覆土は炭化物等は含まず、自然堆積と思われる。覆土中からは同

一個体の土器片の出土をみた。 77は口縁が内湾し、胴部が張る器形をとる深鉢である。 RL縄

文原体の縦方向回転施文を地文とし、口縁部に平行沈線によって一対の連弧状のモチーフが描

かれている。この連弧状のモチーフは一対のみで口縁をめぐらない。蛮群 4類である。

本土坑は出土土器から縄文時代後期前半に属する。

$民50(第13・18図、図版 7・17)

KT68グリッドの西南側に位置する。 N層からV層上面にかけての検出である。竪穴住賠跡

S 137を切っている。直径約60cmの円形プランを呈し、壁は比較的急に立ち上がり、検出面か

ら底面までの深さは15cm前後で、ある。覆土は炭化物を若干含み、中位からは土器片が出土して

いる。 78~81は同一個体でLR縄文が施されている。直群 4 類である。

本土坑は出土土器より縄文時代後期前半に属する。

事長54(第13・18図、図版 8・14・18)

KT69グリッド南側に位置する。 V層上面での確認である。高佳およそ70cmのほぼ円形プラ

ンをなす。箆は緩やかに立ち上がり、底面径は40cm前後で、ある。横出面から底面までの深さは

約25cmを測る。護士は 2層に分かれる。 1層は地山土を若干含み、 2層中からは遺物が集中し

て出土する。 82は口縁が内j脅し、dI可部が張る器形をとる深鉢である。口縁部から数本単位の沈

線によって曲線的な文様が垂下されるが、規則性に欠ける。亜群 4類である。 S16は両面およ

び側面に問みをもっ問石である。

本土坑は出土遺物か 心。

霊長23(第13・18図、図版 8.17) 

五T73グリッド南側のV

る。覆土は I層に類似し、上位から

深さ 15Cll1の柱穴;j:N:の掘り込みであ

き鉢の破片が出土している。 83は:rr群に属する小片

で、混入と られる。 84はN群 l類の台付

下端には浅l'[~Q線が 1 条めぐっている。

本土坑は出土遺物から縄文時代晩期後半に属する 0

S K03 (第13図、図版 8) 

る。鉢部にはLR縄文が施され、台部の

KR63グリッド盟層上面で確認した。 45x 20cmのやや不整の楕円形プランをなす。掘り込み

は浅く、椀形である。検出面から底面までの深さは最大で 6cmを測る。覆土は 2層に分かれる。

l層は赤化の、焼土である。 2層に焼土は認められないが、炭化物を混入する。雨層とも人
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為的な埋土であろう。出土遺物はないo

S民17(第13図)

LA. L B58グリッド中央に位置し、 V層上面で確認した。平面形は125x 65cmの不整楕円形

をなす。底面は平坦でなく、田市があり、壁は緩やかに立ち上がる。検出面から底までの深さ

は最大で、14cmを測る。覆土は 2層に分かれるが、総体として I層に類似し、自然堆積と思われ

る。遺物は出土していなL、。

喜長 18(第13図)

KS66グリッド北西部に位置する。 V層上面での検出である。長径が70cm、短径が60cmの楕

円形プランをなし、掘り込みは椀形で、検出面から底までの深さは16cmを測る。覆土は I層に

類似し、自然堆積土と推定される。遺物は出土しなかった。

S Iく20(第13図)

KP72グリッド北西部のV層上面で確認した。平面形は長軸80cm、短軸55cmの楕円形をな

す。長軸方向はN-21
0-Eである。底部はほぼ水平で、確認面からの深さは12cm前後で、ある。

覆土には炭化物をわず、かに含むが、遺物の出土はない0

S Iく22(第13図)

KT73グリッド東南部のV層上面で検出しFた。長径60cm、短径40cmの楕円形プランを是し、

長軸方向はN-81
0-Wである。検出面から底面までの深さは20cmを測り、壁はすり

上がっている。覆土は地山土を若干混大し、底面にはIJ、円礁を数点含んでおり、人為的理土の

可能性がある。遺物は検出されなかった。

S iく24(第13図)

L C62グリット、、から LD62グリッドにかけ』てV層上国で確認した。平面形は70>< 

形を塁し、底面はほぼ平坦で、確認面カもら!底面までの深さは約15cmを測る。覆土は 2層に分か

れるが、 1.盟層と類似.し、自然堆積の可能性が認められる。出土造物はない。

霊長27(第13図)

五τ67グリッド中央のV層上高で検出した。直径60cm前後の円形プランをなし、

平坦で、壁は垂直に立ち上がる。検出国から底面までの深さはおよそ15cmで、ある。覆土は 2層

に分かれ、ともにE層に類似し、自然堆積土と思われる。出土遺物はなL、。

S Iく28C第13図)

KR69グリッ F東北部のV層上面で確認した。子商形は一辺約85cmの正方形を呈する。援は

緩やかに立ち上がり、確認匝から底面までの深さは15cmを測る。覆土は 2層に分かれる。 l麿

は焼土・炭化物を若干含み、 2層はV層に類似する。両層ともしまりが弱く、人為的埋土とみ

られる。 らは時期不明の土器小片が l しているが、本来、 うものか
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は不明である o

S 区29(第14図)

KQ. KR70グリッド南端のV層上面で検出した。西半のみの検出であるが、現状から85x 

70cm程度の楕円形プランをなすものと推定できる。捕り込みはすり鉢状を呈し、底面中央部は

で、弱い段をなす。検出面から底面最下部までの深さは20cmで、ある。覆土は 2層に分

かれる。両轄とも焼土・炭化物を含み、人為的理十♂と判断できる。覆土中からは国群と推定さ

が出土しているが、これによって ることは国難である。

S tく30(

KQ69グリッ る。 v層 i二百て・の検出である。南半部のみの検出であるが、長

径60cm、短径55cm程度の楕円形プランをなすものと

底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

される。長軸方向はN-10-Wである。

ら底面までの深さはおよそ17cm

を測る。覆土は 4層に分かれ、各層は炭化物あるいは焼土を と考えられる。

出土はなL、。

喜笠33(第14図)

五Q70グリッドからKR70グリッドに泊道けて V層 した。およそ60x 45cmの隅九万

までの(*さは10cmを測る。形プヲンを呈する。掘り込みは摘形をなし、確認面から

られなL、。

事長38

L C69グリヴ ず

くJ。 V麿 k雨である。南側は撹乱されているが、およ

そ100x 80cmの構円形プランを呈する。壁は緩やかに立ち 1--が k 底面中央は一段深くなって

し、る。確認商から底面最下部までの深さは25cmである。覆土は 2層に分かJl、ともに地山土の

混入が顕著であり、人為的思土とみられる。覆土中から遺物の出土はなかった。

事長40

LA70グリッドから LB70グリッドにかけてのV層上面で検出 Ltこ。平面形は60 40cm前後

掘り込みは浅いが、底面中央が一段深くなっている。検出町から

部までの深さは約 9cmで、ある。覆土は 2層に分かれ、 1層は炭化物粒の混入が著しL、。本土坑

からは縄文土器の細片が出土しているが、時期不明である。

S iく41

L C70グリッド北側から一部LC71グリッドにかけて位置する。 VJ曽上面で、の確認で、ある。

205 x 190cmのほぼ円形プランをなす。底面は平塩で、壁の立ち上がりは比較的急である。

面から底面までの深さはおよそ20cmである。覆土は 2層に分かれ、ともに地山土の混入が顕著

であり、人為的埋土の可能性が考えられる。本土坑からの出土法物はない。
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上野合遺跡

s医科(第14図)

L 165グリッド南側に位置する。確認面はV層上面である。平面形は100x 85cm前後の不整

楕円形をなす。掘り込みは椀形を呈し、確認面から底面までの深さは約23cmを測る。覆土は I

層に類似し、自然堆積と考えられる。出土遺物はなかった。

S IくヰS

L H. L 164グリッドの南端に位置し、 VJ言上面で検出した。南半のみの検出であるが、平

面形は65x 60cm前後の円形を塁するものと考えられる。掘り込みは中央部で段をなして落ち込

み、検出面から最下部までの深さは約40cmで、ある。覆土はE層に近いが、その性格は不明瞭で

ある。覆土中から縄文土器の細片が出土しているが、時期不明である。

事長51(第14図)

L 164グリッド北端のV層上面で検出した。ほぼ直径60cmの円形プランをなす。

不整であり、盤は斜めに立ち上がるが、一様ではない。覆土は 2層に分かれ、ともに小礁を含

んでいる。出土遺物はない。

③焼土遺構

S髄11(第19・201頭、図版 9・14)

LG62・63グリッドの盟窟上面で検出した。現状で、は誼径25cm前後の焼土とそこから北へ約

25cm離れた土器埋設部からなる。前者の焼土層の厚さは約 5cmを測り、ょくしまっている。後

者は直径30cmの円筒形の掘り込みに土器を正位に埋設したものである。 l層は土器内の埋士で、

あり、炭化物や焼土はほとんど認められなL、。 2

85は後世の削平を大きく受けており、

る。埋設土器

る。地文はR撚糸が斜走し、地丈

上にはヘラ状工具による沈線によって紡錘状のモチーフが描かれる。

本例は盟群 l類に属する。

る。

吋

令。

s持01(第21

ら後世の

った左考えられ、

y_ 
、-. ， 
F崎、

'-白、

』ア

Q 。

ものとみられる。

であっ 7ニ可能性も
L 
戸f

K S61グリッド北側の盟層上面で焼土の広がりを確認した。 確認面では境土は29 22cll1の範

る。断面観察では、確認国から深さ 8Cll1前後の浅いすり鉢状の掘り込み中

に焼!二の堆積が認められる。覆 i二は 3層に分治.;{L、 1・2層が焼土層である。特に 1層はよ〈

焼けしまり、この位置で形成されたものと考えられる。掘り込み中からは遺物の出土はなかっ

7こ。

器 開02(第21図)
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m 

遺構内出 ( 9 ) 

五R65グ、リッド西側に位置する。田層上面で'180x 60crnの不整方形の焼土間の広がりを検出

した。焼土は西側の一部(1層)に強く焼けた範囲があり、その部分では焼土は厚さ 6cm前後ifこ

達するが、植の部分は厚さ 2--.._.， 3 crn前後である。焼土下に掘り込みは認められなL、。

雲間併(第21図)

LA64グリッド東側の した。南北長約55crn、東西幅約35crnの範囲に赤化の弱

とどまっている。

L、焼土産5が広がる。中央部は厚さ 4c恋前後までよく焼土イヒしているが、周辺の焼土イヒはほとん

さ約10cmの掘り込みが存在する。掘り込み中

ら，刀端東ツ

図
リ
ノ

幻

γ
げ

第

改

良
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o
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ρ
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則
自

B

俊
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られなL、。掘り込みか しなかった。

LA65・66グリッド、にかけて盟 した。およそ

200 x 120cmの範囲に焼土面が不整形に広がってし、る。焼土の厚さは厚L、部分で、14cm前後、

4 crn前後を測る。焼土下には掘り

器関06(第21国)

L B63グリッド東北部の

られない。

りを検出した。 り込みの覆土中に形

成されている。掘り込みは底が尖る椀形をなし、平面形は60x 50crnの不整円形で、検出頭から

円
λ}

ハ
h}



跡宮一環ムロ野上

の深さは35c怨を測る。覆土は 3層に分かれ、 l 麿はよく赤化した焼土、 2 震は赤化の~~t 、焼土

である。 3層は焼土-炭化物等を含まなし、。掘り込み中からは遺物の出土はなかった。

喜持07C第21図)

K S67グリッド東南部から一部KS66グリッドにかけて位置する。直層上回で150x 62cmの

範菌に不整に広がる焼土語を確認した。焼土層の厚さは最大で 8crnをmui)， 1層に比べ 2層が

より焼土化が著しし、。

s髄告書(第21図)

KR65グリッド東北部の直属上面で検出した。 20x 20cmの範囲に不整形に焼土簡が広がる。

焼土層の厚さは 2cm前後で、焼土下には掘り込みは認められない。

S 露関(第21国)

り込みは認められなL、。

K S65グリッド東南部に位置する。 E層上聞で30x21cmの範屈に焼土屈が広刀:る。焼土の厚

さは 6cm前後で、ある。焼土下に掘り込みは認められない。

s関10(第21図)

LA67グリッド東北部のE層上面で検出した。 140x 70cmの範囲に不整形に焼土面が広がる。

焼土の厚さは最大で 6cm前後を担初、焼こと下には掘り込みは存在しない。

s r通12(第21図)

L 159グリッド中央に位置する。後i止の撹乱が著しいが、国層上国で150x 60cm前後の範囲

に広がる焼土面を確認した。焼土の厚さは 5cm前後である。焼土下には掘り込みは認められな

し、。

s諮iヰ(第21図)

LA的グリッドの南側に位置する。直

に分かれるが、両者は近接し、検出面も等しいことか

である。現状では大小 2ケ

と判断 Ltこ。 × 

72cmの範囲に焼土面が広がり、その厚さは 3cm前後で、ある。後者の広がりは42>< 36cmの範囲

で、厚さ 7cm前後で、ある。焼土下にはともに掘り込みは存在しなレ。

事関 15(第21図)

KS・2三T70グリット、、北側の盟層 t面で焼土問の広がりを確認した。本遺構は土層断面の観

ら椀形の掘り込みをもつことが認められる。掘り込みは直琵55cm前後の円形プランをな

し確認面からの深さは12cmで、ある。覆ニi二は 2，層に分カ，hる。 1I習は覆土が焼土イヒ Lたものと

みられ、 2層は炭化物を混入する。掘り込みからの遺物の出土はなかった。

s間31(第21国)

L B69グリッ

さはがjlOcmで、ある。

る。困層と面で56x 46cm前後に広がる

り込みは認められない。

した。焼
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1 Il音褐色土 (7.5YR%) 

] 褐色二i二(7.5YRJ.(j)

S N1ヰ

S N12 

1 褐色ニ!こ(7.5YR%) 

1 体j色j二(7 R%) 

第21図 S N 01 • 02 • 04 05. 06 e 07 • 08 • 09 • 10 • 12 .件。 15" 31競土遺構



上野合遺跡

( 2 )遺捧外出土遺物

①土器(第22"-27図、図版19---24)

本調査立では縄文土器は I層中から主として出土したが、 I層は全体的に後世の擾乱が著し

く、地点ごとの明瞭なまとまりは認めがたL、。以下において縄文土器は冒頭の群別に従って記

述する。

I群土器(86-._，100) 

し、ずれも胎土に繊維を含むが、色調、焼成等は一様ではない。 86は沈線で 3条の波状文が捕

かれている。 87もへラ状工具によって、やや幅rtの沈線が施されている。 88・89は同一個体で、

LR縄文地にへラ状工具によって、やや幅広の沈線が施されている。以上の 3点は l類であ

る。 90~95は外面に縄文をもっ 2 類bである。縄文原体は LRであるが、回転方向は一定しな

い。焼成は長好である。 96~100は同一個体で、太いR縄文原体が回転施文されている可能性

があるが、断定し難い。器壁の厚さは 1cm前後で、他に比べ厚手である。 3類である 0

II群土器(101"-'120) 

101 '"'-103は l類の深鉢である。 101-102にはL縄文原体の側面圧痕が施される。 101は緩やか

な波状口縁をなし、波頂部には渦巻状に圧痕が施され、拡張した口唇部にも圧痕が加えられて

いる。 103は口縁部が凸部と凹部とに区画され、 LR縄文原体の圧痕が施されている。

104"-' 1 06は 2類の深鉢である。 104・105は口縁が内湾、するキャリパー形の器形をとり、両側に

L縄文原体の側面庄痕を沿わした粘土紐貼付文によって渦巻などのモチーフが描かれる。 106

は粘土紐貼付文のみでそチーフが描かれる。 104 ・ 106の地文は LR である。 107~113は沈線、も

しくは両側に沈線を沿わした陸繰によって渦巻を中心としーたモチーフが描かれる 3類の深鉢で

ある。 107~110は波状口縁をなし、外傾し拡張した口縁上端に沈線、で横{立に展開する

描かれる。 111'"'-113は両側に沈線を沿わした隆線によってモチーフが捕かれる。 114は頚部が

大きく「く Jの字形に屈曲する。波状口縁をなし、波頂部から胸部にかけて橋状把手がつくもの

と思われる。口 されるが、両側に沈線は施さ つ
】

L、
，..，) 

可能性も考えられる。 115~120は 5類の深鉢である。 115は口

の側面庄痕が 2条施され、その下にiCJ字形もしくは

れるものである。 120は粘土紐上に施文がなく

h
吋

C

くなされている。

部群土器(l21.~183) 

121----147は l穎である。器形-文様は多様であ i人かなりの時期差、系統差があるものとみ

られる。 121は連鎖状貼付文をもっ門前式の深鉢である。口縁は内屈し、二重口縁状を呈する。

口綾には 4単位の橋状把手がつき、把手の中間には「ノ Jの字形の経帯がまま下し、円形刺突が加

えられる小突起が存在する O 把手の上部は側面観が三角形を呈し、円形刺突と沈線が施される。



第 2章 A区の調査の記録

胴部は連鎖状貼付文によって、横{立および縦{立に展開するrs字を中心と Lたそチーフが描か

れ、 RL縄文が充填されている。底部は外側に張り出し、底面には木葉、震が残る。 122・123、

125~ 132は口縁部に降帯をもっO 隆帯には上回に平行に連続車IJ突が施され、連鎖状をなすもの

(1 22 ・ 123) と縦または斜めに亥1みが施されるもの(126~131) がある。また平行沈線開に連続事Ij

突が施される 124や経;常直下に平行に京IJ突が加えられる125も連鎖状貼付文と関連するものであ

ろう。 132は隆帯上に刻みはもたないが、波頂部の口唇部とその直下のi室帯上に円形刺突が施

されている。 133は口綾部に隆帯が 1条めぐり、その下に沈静、で幾何学的な文様が描かれる。

134~ 142は沈線によってのみモチーフが措かれるものである。 134はゆるやかな波状口縁をな

し、波頂部の痕下と口唇部に円形刺突が加えられ、さらに口唇部と口縁部には沈線文が施され

ている。 135は筒状の突起をもっ深鉢である。突起からは沈線によるrSJ字連鎖文が垂下する。

136・137は向一個体で、口縁部が肥厚し、頚部がfく」の字形に外反する器形をとる。波状口縁

で、波頂部には沈線による対向する重弧状のモチ…フが描かれ、それを起点に肥厚部の中央を

浅い沈線がめぐる。 138~142は沈線によって横位もしくは縦位に展開するそチーフが描かれ

る。 143-----147は腕部から鹿部の破片である。 146~土地文をもたなし、が、他は沈線文に縄文が充

される (43)か、もしくは縄文地に沈線で曲線的なモチーフが描かれ、磨消しが施されてい

る。 144・147はモチーフの下端が一部開放L、向一個体の可能性がある。

148'"'-164は 2類である。大半は深鉢であるが、一部議も含まれる。 148・149は隆帯に沿って

沈線を施した陸沈文によって文様が描かれ、 i盗帯上には円形車u突が施される。 150---153は細L、

平行沈線によって、 rSJ字状などのモチーフが捕かれる。 150・151のモチーフは縦位に展開し、

152・153は横位に展開するものとみられる。 150・152・153は押庄の浅い LR縄文を地文とする 0

154~157、 159~162、164は沈線によって区画された縄文帯が横方向を基調に展開するとみら

れる。 154~157は小片のため必ず、しも明瞭ではないが、縄文施文後、縄文を磨消して無文部が

作出されてレる。 160~162、164は沈線、による区画内に縄文が充填されるものである。 162は平

よって区画された服部にクランク状の帯縄文が施される。 158はLR

される同心円状のそチーフが描かれる。腕部最大径が中央よりも iごにある査であ

る。 163は縄文をもたず、沈線ではさまれた部分が若干隆起する。

165~ 169は深鉢-査以外の器JI予をとり、 5類土器として一括した。 165は台付き鉢かと思われ

るが、確実ではなL、。山形の波頂部をもち、口縁は直口で若干外側に開く。無文で、外部は縦

を基調とするとカ♂キが認められる。 166は波状口縁をなす小形の鉢である。

されてし、る。 167~169は小形の椀形もしくは査形の器形をとる

かとみられるが、明確ではない。し、ずれも円形の刺突と沈線によってモチーフが描かれる。

169は小口径の口縁部をもつが、全体の器形は不明である。
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170'"'-' 183は粗製深鉢を一括した。 4類である。 170は波状口縁をなし、端部は肥厚する。

面にはR撚糸文が施文されている。 171も口縁が肥厚し、頭部が「く」の字形に外反する。 L

文原体を肥厚部に横位回転施文し、同一原体の側面庄痕を肥厚部直下に加えている。 172~175

も口縁が外反する。 173・174はそれぞれLRとL縄文原体の側面圧痕が口縁にめぐる。

部下端にLR縄文原体の圧痕を施している。 172.175はLR、174v土Lのそれぞれ縄文原体の回

転施文を地文とする。 176~183は口縁が内湾する器形をとる。 179 ・ 181 ・ 182は口唇部が面取り

されるが、他は丸く調整される。地文は176・177にはLR縄文、 178にはL縄文、 179"""181には

RL縄文が施され、 182にはR撚糸文、 183は網目状撚糸文が施されている。

N群土器(184'"'-'206)

184'"'-'191は l績で、いずれも鉢とみられる。 184'"'-'186は同一個体で、口唇部に刻み、口縁に

2条の平行沈線が施され、腕部にはLR縄文が縦位回転施文されている。 187'"'--'190も向一個体

で、口縁と肩部に突起がつき、口唇には刻みが施される。服部にはRL縄文地に曲線的なモ

チーフが沈線で、描かれる。頭部は「く」の字形に大きく屈曲し、台付き鉢である可能性も考えら

れる。 191は口縁に 4条の平行沈線が加えられるが、摩滅が著しし詳細は不明である。

192~206は 2 類に属する。 192~195は深鉢である。 192は肩が張り、頚部がくびれる器形を

なす。頚部には斜めに連結される 2条の平行沈線がめぐる。 腕部にはLR縄文が施文される。

193~ 195は頚部に 5条の平行沈線がめぐる。 194・195は内面に l条の沈線が施されてし、る。 196

~.204は鉢とみられる。 196 ・ 197は同一{自体で、口縁が外反する。口唇部には斜めに刻みが加え

られ、頚部下端には刺突文と 3条の平行沈線文が施される。腕部にはLR縄文が施文される 0

198はより口縁が外反する小形の鉢形の器形をなす。口唇部には刻みがあ上頚部下端には 3

条の平行沈静えがめぐる。 199・200は同一個体で、口縁端部は肥厚し、外反する。頚部は藍立し、

上下両端に沈線がめぐる。胴部にはRL縄文地に直線的な沈線文が加えられる。 201~203 も同

一個体で、頚部が内傾し、口縁部はタト反する器形をとる。口唇部には山形の突起と刻みが施さ

れ、頚部には工字文が措かれる。 以上の 2個体は

外反しながら内傾し、肩部で屈曲する鉢である。内外面ともよく研磨されている。 205・206は

同一個体の台付き浅鉢である。 205は口綾部で小突起がつき、口 き彫り状に平行

沈線が施され、内面には 1条の沈線がめぐる。 206は台部で、工字文が施される o

V群土器(207----219)

した。いずれも深鉢の底部であり、 207・

のものと患われる。 207はLR.RLを結束した縄文原体によって羽状縄文を施文する。 208は

底面が揚げ底になり、立群 3類の底部であろう。 209・210は網代痕、 211~213はスダレ

214---..217は木葉庄痕をそれぞれ底面に残すo 218・219は底面に庄痕を残さない。
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図版25)

220は有溝土錘である。 長さ約 5

である。 221

あるが、

j則る。

なし、長軸方ldJ 品開する。重量は15.1 g 

周縁部が高まる形態をなす。焼成は良仔で

る。直径約3.0cm、周縁部の厚さ 1.2cm、中央部の厚さ0.6cmを

脚部片である。足の部分はおよそ2.2cm四方を測る。胎土は締砂を多く含

み、焼成は良好であるが、調整はナデのみで、無文である。 223・224は同一個体の恒状土偶で

ある。片腕を欠くが、腕は左右に水平に伸びるものとみられ、胴部末端は隆起する。頭部は欠

るが、頭の付け』根部分の中央には径 4脚の穿孔が施されている。 a面には浅いRL縄文が

施され、中央に浅い沈線が垂下する。縄文時代中期中葉に属すると推定される。 225は中央に

穿孔をもっ円盤状の土製品である。約1/3の検出であるが、推定で直径8.5cm前後に達するもの

と思われる。中央の穿孔の直径は1.0cm前後とみられる。 a面がb面より出出し、 b一面には部分

的に外周に浅い沈線が回る。外側には 2箇所に刻みが残存する。

③石器(第29~50図、図版27~38)

した石器の内訳はお簸24(うち遺構外出土23)、尖頭状石器 1(同 1)、石槍10(同10)、

8 (向 8)、石匙16(同町、石箆 9(同 9)、スクレイパ-66(同66)、模形石器21(同21)、二次加工

ある剥片52(同50入石核25(1司24)、制片約690、磨製石斧14(同14)、環器 1(向。)、誌石 4(同 3)、

出石22(同20)、 3 (向 3)、石lllL5 (向 4)、台石 2(向。)、砥石 1(向。)、石錘 3(向 3)である。

と同議大きく撹乱を受けており、地点的まとまりや共{半土器等は不明で

ある。以下では主要な石器について説明する。 しない限り頁岩である。

忍議(S17--39) Sl 

狭まる。基部方、ら胸部中央にかけて

るo S 22は最大幅が胴音Is中央にあって、

してし、る。 S24・25は

る。 S

もしくは円基となるものと

る。 S24は尖頭部の作出が不充奇であり、

胸部中央にある

みられる。 s の末端fJ!~を尖頭部 fJWにし

ている n S 28・

している。 S30.31 ほとん

J
も!こ きく残し、 S30は素材の剥離面打面も

る。 S32 S 34・35は平基

Q
U
 

も両面に全面二次加工が施されている。

S 19・38が鴻E語、 S21・24が黒耀石、 S31がチャートで、他は頁岩である。

尖頭状石器(S40) S 40は争Ij離面打面を有する剥片を素材とし、打簡を除く屑縁に二次加工

を施し、 る と茎音gを作出したものである。本例は法量と尖頭部を作出する点
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では f_l;J，、する。 Lカゐし、子商形はjミ軸に吋し左右汁称にならず、側同形も反 I) し

く、七銭とは形態が異なるため、ここでは尖頭部の作1+¥な評価して尖頭:j犬行器と分類した。

石槍(S41"'-50) S43は長さ5.0cmをiNIJi) ，本調査圧では小形である。二次加工は全市にお

よび、最大幅は基部寄りにある。 S46は長さ7.8cmをlJ!Uり、本調査区では中形のi去最をもっ。

全面に二次加_Lが施され、最大幅はほぼ胴部中央に位置する。 S47・48は長さ11cm前後で、相

対的に大形である。全面に二次加工が施されてし、る。 S50は尖頭部側を}Jf1員、するが、全長15cm

前後に達するものと推定される。一部は被熱によって剥落しているが、両面とも全面に二次加

工が施され、特にa面左半は争Ij離痕が平行に並ん，でいる。基部は平坦で、横断面形は薄い凸レ

ンズ状を呈する。その他の欠損例は S42が小形のものに、 S41・44・45・49は中形のものに対応

するものと患われる。 S44・45は被熱によって欠損しているが、同一{自体である。

石錐(S 51 "'-58) S 51は剥片の末端側のみに両縁に二次加工を施して短い錐部を作出し、素

材の打面側をつまみ部としたものである。 S52はヒンジフラグチャーとなった剥片の末端側を

つまみ部とし、打面側に長い錐部を作出する。 S53・54は剥離面打面を有する剥片の末端側を

錐部に加工し、打面側をつまみ部としている。 S

全面に二次加工が施され、素材の剥離面を残さなし、。

石匙(S 59"'-73) S 59はつま主に汁し、

S57・58は

る ある。二次加工は

る。つまみとメj部はそれぞれ素材の相対ーする側縁に作出されている。 S60"'-63はつま

み軸に対し刃音I~が斜めになる。 S60の刃部は素材背面への二次加工によって作出される。つま

の末端信IJに位置している。 S61・63は素材背面倒に、 S62は両面に二次加工を施して

刃部が{乍出されてし、る。 l、ずれも打面倒につまみ部を作り出し、 S62・83はつま

している。 S64~的はつまみと刃部が平行する縦型の石匙である。 S 64は辛Ij離-mi

打開をもっ横長恭Ij片の側縁末端側に小形のつまみが作り出されている。 a樹左側

が未加工:のまま刃部として利用され、徴小寺Ij離痕を顕著に残している。 S65~) 

工のまま刃部としたもので、剥離面打面を有する

される。素材末端はヒンシフラグチャーとなっており、

とし、打面倒につま

している。 S66は剥離出打出

し、両側縁には

司令

、縁;辺をもっ両側縁に徴小判離痕を

つまみを作出

り出して L、る。 S67 ---69はいずれも

。〉剥離によって挟りが入れらされている。 S

hてし、る。

側縁から末端にかけて、 S69は主要争Ij離面の左側縁にそれぞれ細かい二次加工が施されてい

る。 S70"'-73はうまみ部側を欠失するが、し、ずれも背面に全面二次加工が施され、

の側縁に細かい二次加工を有する特徴から縦型石匙の刃部片と考えられる。
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苓箆(S74~82) S 74は長さ約10cmをlJllJ1) ~最大幅は制部下半にあり、刃部に向かつて狭ま

ってしーるob面には素材の主要剥離i窟を大きく残し、刃音sの加工はa面倒のみである。 S75は

片であるが、 S74と類似した法量を有するものと推定される。 S76・77は長さ 8cm前

後を測り、共に接形の器形をなす。 a商には全面二次加工が施されるが、 b面には素材の主要

#(!j離面を大きく残している。刃部はいずれも主にa面側への加工によって作出される。 S76は

素材の側縁側が刃部に作出され、 S77は打面倒が刃部となっている。 S78----80は長さ 6cm前後

のものである。 S78・79は比較的幅広の形態をとる。前者の刃部はほぼ直刃で、後者は偏刃で

ある。 再開jともb菌に主要剥離閣を大きく残し、 S79は素材の剥離面打面を残している。刃部

は共に素材の末端側に作出している。 S80は円刃をなし、 b面は側縁の一部に二次加工が施さ

れるのみで、素材の主要剥離面を大きく残す。刃部は素材の打面側に作出している。 S81・82

さ5cm以下で、本調査区では小形である。共に援形を呈する。 S82の刃部右側は欠損後、

再-加工が施されている。両者とも刃部は両面からの二次加工によって作出され、ほぼ直刃であ

る。前者は素材の剥片の側縁を、後者は打面側をそれぞれ刃部にする。

スケレイパー(S83----119) ここでは剥片の縁辺に二次加工が施され、刃部が作出されたも

のを包括する。 S83~91はニ次加工によって素材の形状を大きく改変したものである。 l 、ずれ

も特徴的な形態をもち、中には新たに器種として分離できるものも存在すると患われる。 S83

は平面形が靴形を呈する。 b面は素材の主要剥離面で、部分的に細かい二次加工が施されるの

みである。 の剥離によって作/:!jされる。 S84は先端が尖上下端が嵐

形に広がる形態をとる c る。下端の

からの二次加工によって作出されている。 S85は悶面ともに全面二次加工が施され、

つ1，:'乃子科モどる。 S86は下端を折損するが、現状で両但昨季が平行する整った形態をなす。

されるが、

大きく残Lてし、る。 S87も

S87と

心。

とどまり、

るが、現状で両側辺が平行する とる。

ヒンジフラクチャーである。 S88も

も細かし、て次加工が施されており、縦

89は二次加_Lが両面とも全周におよぶが、 S91

される。 S

され、上面

している。 S90はa罰に素材の自然商、

る縁辺に両面から施されている。 S92-_，97は素材剥片の一

側縁の背面側に二次加工を施し、刃部を作出するものである。 S92・94・96は剥離面打面、 S93

S95・

と背面に二次加工が施され、

している。 S98は素材が折断によって整形され、折断面

されている。 S99は素材の背面倒に施された二次加工に
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よって両側縁が刃部となってし、る。素材は争Ij離面J'Tj認を有する。 S100は素材の一側を折断し、

の末端と折断面に.{大加 Eを施して刃部を作り出すとともに、 b面右側から

って彫万面を作出したものである。 している。 S101"-103は素材の末端

の背面側に二次加工が施され、刃部が作出されている。 S103は刃部の二次加工が急、角度の

離である。 S102は素材の点状打面を残している。 S104~ 106は素材の両面から二次加工を施

し、尖頭状の刃部が作出されている。 S104は素材の自然面打面、 S105は却|離面打面、 S106 

は調整打面を残す。 S107 ---110は剥片の両面にこ次加工が施され、刃部が作出されている。 S

107"-109は素材の点状打田を残す。 S111"-117は争Ij片の主要剥離簡に二次加工が施され、刃部

が作出されている。 S111---115は素材の側縁が、 S116・117は末端が刃部となっている。 S113・

114.117は素材の剥離面打面、 S111・112・115は調整打面を残している。 S118・119は素材を折

断し、折断面からニ次加工を施したものである。

模形五器(S 120---140) ここでは素材の縁辺に階段状剥離痕と縁辺のつぶれを有するものを

包括する。 S120"-127は素材への争Ij離が上下二方向からによるものである。 S128"-132には上

下方向からの剥離痕に加え、横方向の剥離痕も存在する。 S133---137は素材への剥離痕の打面

が点状とならず、平垣間をなすものである。 S138"-140は模形石器の剖片である。

二次加工ある事j片(S 141 ---154 ) 本類は定型的な形態をとらなし

様な形態のものが存在する。 以下には特徴的なものをとりあげて説明を行う。

S 141 "-144は剥片の縁辺に数箆所扶りが{乍出されたものである。扶りは片面からなされるも

したため多

の(S 141 ~ 143)と両面からなされるもの (S144)とがある。 S141 はa面左側に徴小剥離痕が存

在する。 S143には素材の調整打面が残存する。 S145は縦長争Ij片の両端を折断し、折断面に主

要最Ij離面倒からニ次加工を施したものである。残存する素材の両側縁には微小剥離痕が認めら

れる。 S146も縦長剥片の両端を折断し、末端側の折断面に主要剥離面側から二次加工を施し

たものである。残存する素材のa面左側面には若干の二次加工痕と徴小剥離痕が、

i故小剥離痕が存在する。 S147はほぼ全面に二次加工が施されるが、
。

'-v な，「ご

の一部には細かい階段状剥離痕とつぶれが認められる。 S148---150は小形の素材に

に二次加工が施されたもので、石簸の来製品の可能性があろう。 S151 

である。厚さは約 4mmを測る。茎の周囲は折断面であり、素材を折断し

を示している。 S

る。 S151 

a面は全面に、 されてし・

さJeてし、

る。 し、1う¥

の未製品もしくは石核とみられるもので、

とする大形の剥離痕が全面に残り、

るものである。 S

している。交互剥離を

られない。このため辛Ij片では
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ナ~ ( 
u 、σ、、、 とする可能性がある。

(S 155~ 158) S 

の剥片が剥離されている。 Sl

整の剥片が剥離されている。 S157はc菌の自

とみられる。 とし、 3面から 2枚の小形

として若干の不

ら2枚の剥片が生産されてし、る。 S 

されてL、る。Jレ

謹製石斧(S159~~172) 本調査区出土の携製石斧は完形品につし、ては S159が長さ19cmと大

形であるが、それ以外は長さが 8~12crn前後に収まり、規格性が強い。また S171.172の基部

横断面形が円または楕円形を呈する以外は、いずれもその横断面形は長辺が凸出する隅丸方形

をなし、定角式に属する。残存する刃部はし、ずれも円刃もしくは偏刃の両刃をなす。

敵石(S 173~ 175) S 173は扇平な楕円形礁の長軸両端に敵打痕が残るものである。 S174は

ほぼ全面に蔽打痕を残し、球状の特異な形態を呈する。高五打痕は使用痕ではなく、整形痕であ

る可能性があり、敵石としての機能を果たしたかは不明である。 S175は半欠するが、一端に

』プ

Q 。

出石 (S176~195) S とし、 S180---195は!可i擦もしく

、

i
u

し}
y」材 または両国に敵打による出みを残すものである。 S193~195には出みと共

してし、る G

( S 196~ 198) ~、ずれも

められない。

石理(S 1的 ---202) 右前uまし寸-".hも

く問むが、 b屈はほぼ平坦である。 S

とし、 る。

る。 S1991主a'b両面とも使用されている。 a面

ともやや凸面をなす。 S201は

され、深く凹んでいる。 S202は両面とも使用されてし、るが、 a出はほぼ平坦で、

で丸、る。

S 203.204は属平た小橋円際に ~1 品字に?蓄がめぐら Lt~右遊郭障で、ある。

あるが、 10.9gを{則る。 s

、切iヨを入れたものである。重量はお.6gである。

図版

( S 206) S 206は上端を欠失する コι
'cJ 0 

はとんど円にJlII_，、ヵ入

れも

石万(S207) S 

} 
r 
ー るが、 Lいず

っており、 とみられる。

内反りの形態をとる。

ウゥ令 L

なし、 a面左

いる。本例は I層中{~IJ縁が鈍し なっている。

からの出土であることと折れ面の状況から、これら よる 、。
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第 2章 A区の調査の記録

2 弥生時代

( 1 )検出遺構と

ぢじ

S fく39(第51・52図、図版10・17)

L B70グリ、ソド る。臨層と面での検出であり、 S K45を切っ

ている。平田形は82x 74cmの不整円形をなし、壁は底に向かつて広がっており、底雨は平らで

ある。底面径は約90clI1、検出面から底面までの深さは55cm前後を測る。

1・4層は炭化物を多量に含み、 L、ずれも人為的埋土で、あろう。出

4層に分かれ、

片が

は「〆、」

あろう。 226は

ある。 227.228は同イ国体で、 で強く屈曲し、口縁が外反する

の宇:1犬の刻みが施され、腕部にはLR
。

マ一旬

混入とみられる醒群 l類の縄文土器深鉢の波頂部片である。

本土坑は出土遺物から弥生時代中期に属する。

企 d之る与イづイf

守主炉y

A-59.:3m -B 

1 ;，i:¥fi'J色 I-_{7.5 Y I{ち)

2 京協色二i:(7.5 Y 

3 然治色こいi.5YR;161 

4 黒褐色土(7 Fun 

S K39 

i国 S K3号土坑 遺構内出
司、も

s
f

A
H
U
 

i
 

f
t

、、

( 2 ) 図版23)

該期の確実な遺物は229の土器 1点のみである。

iコ ぐり、仁i縁J二端には

.~予話予告r;-(\
語怨むなr:i， ， I 
Zきで竺~IJ
h鴇誌が

-l:U' 

22~) L Bbtl・1上下から交互に車Ij突が施されている。弥生時代後期

るとみられる。 LB68グリッド‘ I層からの出

土である口

3 古代および中位

( 1 )遺構外出土遺物(第54図、図版26)

第53呂 (3u) 

ら できず、 しく、後世の撹乱を大きく

ハV



J二肝台遺跡

受けたものと られる。 230;主

2:H I( ，1-[ 1;日七日ー 1 K ‘I 

231は査である。 233へ、 238は土師器杯で、ある。

::;:lO I( ・ 1 ぷ l 吋 l~ T lì~í. [ + L L 1 + 1日・ i← 1.1"
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" J じっ

第 1節 BIえの (第55図)

B区では、斜面部を除く台地状を呈する部分l工、ほとん

いる。そのために、地表は撹乱された土や薄い表土によって

地山面が面接被われてし、る状況である。南斜面におし・ても、

j也山より の白
J-_ノ

I~C ¥、 ，北側の斜雨から基本

を選択せざるを得なかった。これらの中でも、北側・西

ー日
制
円

F'4ita 

く地山面まで、40cm前後であり、

面が最も有効であると判断された。よって、基本層序はMR

68グリッド東壁の安定した土躍を図示してある。

I層 暗褐色土(10YR3/3) 表土層。!曹!享20~25cm。

互層 OOYRl. 7/1) 粘性しまりとも普通

である。層厚約lOcm。

E層暗褐色土OOYR3/3) 粘性しまりとも普通で

ある。約 lmmの炭化物粒を徴量に認める。

約lOcmo

OOYR4/4) 粘性しまりとも普通で

ある。約 lmmの炭化物粒を徴量に認める。

約20cmo

VI習 (lOY R5/6) す主しまりとも強である。

VI層 Jlilf褐色二i三(lOYR5/6) 1 ~5cmの礁を

40cmo 

オリーブ黄色土

40cmo 

オリーフ黄色土(5 Y6/3) 

よりも 5cm大のもの

105 
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の

よる著しレ南IJ平を受けて

. ~1 1l1 

54.4m 

VII(砂層)

V蛮(階層)

第55沼 自区基本土j喜摸式密

。---25crn。

良くしまっている。

良くしまっている。

まれる。良くしまっている。

に多い。



上野台遺跡

第 2節検出遺構と遺物

1 縄文時代

( 1 )検出遺構と出土遺物

①竪穴住居跡

S 1 104 (第57・59・60図、図版39・41~43) 

調査区北側の屠根状地形にあり、 ME74グリッドに位置している。竪穴住居跡は、重機によ

る著しい削平を受け原形はとどめていない。また、南壁は SW103によって切られ、中央東側

では長さ約 2m、幅約1.2mの風倒木によって掘り起こされている。住居跡は、わずかに残され

た北壁やピット、炉の也、土器埋設などによって、おおよその状態を知ることができる。その

規模は、径がほぼ 5mと考えられ、覆土は約10cmである。残存する床は、わずかしかなしそ

の部分はあまり硬くなL、。柱穴は P1.---P I:lまで検出され、その規模は P 1 が径20~25cm.深さ

約20cm、P2が径約30cm'深さ約40cm、P3が径約20cm'深さ 5cm、P4が径約20cm'深さ約10cm、

PSが径約25cm'深さ約10cm、P6が径約20cm'深さ約20側、れが径約20cm'深さ約10cm、PSが

径約25cm'深さ約15cm、P9が径約20cm'深さ約 5cm 、 P10 が径30~35cm.深さ10cm、P11が径約

30cm. 深さ約20cm、 Pl2 が径20~40cm. 深さ 25cm 、 P I3が50~55cm.深さ約40cmのピットで、平坦

な底面か ぎみに立ち上がる。中には焼士を含んでいる。竪穴住居跡中央には炉があ

り、その掘り方は長軸160cmx 短軸50~70cmで、最も深い部分は15cmである。底部は中央で緩

く窪み、南東側にかけては緩やか、北東・南西側ではやや勾配がつく。埋設土器は、長軸約60

cm X短軸約40cm.深さ約25cmの掘り方中央に、正位の状態で設置しである。土器は口縁部と匡支

部を欠いた深鉢形土器で、ある。また、住居跡の推定北東壁から北東約 2mの地点には、径約50

cmの範閤で、薄し、焼土があり、当住居跡と関連していた可能性がある。出土遺物は、上述した埋

設土器以外に覆土から数片の縄文土器が出土した。出土土器 1~ 7は精製土器で、 RL縄文、

沈線、隆帯、無文帯、指頭圧痕文などで文様を構成してし、る。これらは同一個体と考えられ、

3のような突起を 4箇所もつ深鉢形土器である。 1---5は口 2・3は突起状の部分で

その上面には、隆線による渦巻文が施されている。その直下には円錐状の刺突があり、さらに

下には 3のように降線と沈線の組み合わせによる縦の渦巻状の文様を施してある。 1qこは補修

孔がある。 7Lt縄文を施した後、指頭庄痕文は浅い撫でから連続し、撫でのはじまりから押さ

えの端までは約 2cmで、ある。胎土には、 1~2mmの砂粒が顕著で、あり、焼成は良好。色調は I

~4 ・ 6 では、表面がにぶい褐色 (7.5YR6/3) であるが、裏面は炭化したり煤状炭化物の付着

するもの 6もある。 5・7は表裏面とも;燈色(7.5YR7/6)を示す。 8~22は、

製深鉢形土器である。表面にはLR縄文を施す、胎土は脆く焼成は表面が浅黄燈色(lOYR8/3)、

106 -
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面も浅黄澄色(lOYR となる。

1類の土器である。

tこ~:士、

第 3章 B!'{の調査の記録

化物がわずかに認められる。 t)、上は麗群

喜時 102 60図、図版40・43)

L T69グリッドを

20 20Ciilの範囲

している。 しく削

平された掘り

床面か

された。焼土は掘り
、五、t

Jt
 

された。東側には喧を切って長軸40Ciil 短軸30cm'深さ 10cmのピットが

ある。落ち込みの床面は北側で最も低く、南側では緩い傾斜を示している。

上がる。

を施す。胎土は 1~2rnrnの

3)~灰黄掲色(lOY で、

③土坑

sく101(第58図、図版40)

LR67・68グ J) 、ソドに位置している。

3 点23~25が出土している。 23 ・ 24は RL 縄文、 25は LR

(lOY R8/ 

(10Y R8/引を示す o

1 m X短

-----80cmの略円形を呈する。深さは約 1!Ilである。

もしくはやや内傾して直線的に立ち上がる。その震は上国より約20Ciil下で

車由 1m 

しており、

ノ巴、、。 h
i
v
 

てーし

( 2 J 

器(第61.62図、図版43~-45)

26は、 RL縄文による

ともに、にぶL

られる。 胎ート~こは浮約 1 mmの除手立を宇量むn 焼成

(7.5YR5/4)をなミす。

などの文様で構成しており、 SI104竪穴佳居

でおる。 27~29は口

27へ~301 主 RL

跡のも

、ア
F 、

'cJ 0 焼成はやや不良G

よる

とも、

よる L、

tこJミし (7. 5Y R るもの(28・30)もある。

τ-L 
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主
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え

V

考

訂

と
』ん

-， ，寸
/"令

~ __; ;j しー込J し

で、焼成は良

)を示す。

る。 36は:口縁で口唇部はやや丸みをもっO 胎ニはすべて 1~. 

36が灰白色(lOYR 、37が灰黄褐色

、
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Bl互の調査の記録

mm川
知
山

-8  

-8  

議3章

f¥-5G.81n 

カ
/

f
Jペノ

S N 102 

一-B

A一一

S K 101土坑S N 102焼土遺構ヲ第58関

LR縄文の地文を施す粗製深鉢形土器である。 39は口縁部で、先端はタト反ぎみに39~42は、

とも撞色(7.5焼成はやや不良。色調はなる。胎士は 1~2mmの砂粒を顕著に認める

る。Y R7 /6)を示す。

46・52・53・55はLR縄文を施し、他はRL縄文を施す。44~55は地文が縄文の破片である。

(lOYR8/4)を示す。とも胎土はし、ずれも 1

55の表面は煤:伏炭化物が付着してし、る。

るものは3)、である。 43・58は突出ぎみとなる。43 

焼成はやや不るもの (56~58) がある。胎土は1~2叩の粗\，J--

とも撹色 (7.5YR7/引を示し、 56~58は灰白色 OOYR8/引を示す。

l類の土器である。 26を除く{患の二iニ器もほぼこの類に含まら31~35~ 主以上、

られる。れるものと

.64図、図版46)5旦
白I才

らtJ、両面、刃部にはS 1は長さ7.lcm'刃部幅2.4cm'厚さ1.2cmで、石箆(S1・2) 

S 2は長さ10.7cm 

には粗く大きな剥離を施す。

たしド、カミら出土

る。刃苛1

;l NE76グリ

刃部I賠3.8cm'厚さ1.4cmで、接形の形状を呈してし

111 

らせてある。を施す。
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第 31車: β区の調去の記録



上野台遺跡

S 1 104竪穴住居跡の擾乱から出土した。基部は尖らせ丁寧な調整を施している。

さ1.lcmで、刃部には比較的粗い調整を長さ約4.5cm'刃部稿6.5cm'っd
門

b。、、sJ
 

ノペ，レクス

施す。石質は頁岩。 NC75グリッドから出土した。

現存長10.5cm'現存最大幅3.3cm'厚さ 2cmである。両面は頭部付近まで連続し(S 4 ) 

きは全面に及び、断面は楕円形を呈すその後、頭部に扶りを入れている。た磨きを施し、

¥-D 

i
-
s
i
t
t
 

-
!
 

も

る。石質は凝灰岩。 NF72グリッドから出土した。

⑨ 

A-

C 

1 後再し

記黒色J二 .5Y日l7i)

3 黒色土(7 R討)炭化物ro
1 Il{y褐色こi二110YH%) 

4' Il計品色+_( lOY Rすi)

5 色j二(lOYRl.7/1i炭化物層
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SW103炭焼成遺構

。。

第65図



円板状石製品(S5 ) 径約5cmの略円形を呈する。円板の

第 3意 BL:>(:の調査の記録

は粗い打撃が加えてあり、

上下の円1夜間は丁寧に磨いてし、る。石質は凝灰岩。 ND69グリッドから出土した。

麓製石斧(S6) 現存長9.5cm'刃部最大幅 4cm・厚さ2.7cmで、ある。表裏両開および両側縁は

丁寧に磨かれ、刃部は鋭い角度をつくる。石質は安山岩。表採資料。

2 近世以降

(1)検出遺構

SW103 (第65図、図版41)

調査区の中央からやや北西にあり、平垣部から斜面にさしかかるNF73グリッドを中心に位

置している。表土を除去した後、炭化物混じりの暗褐色土として確認した。遺構は緩やかな谷

頭の部分に位置しており、その緩く窪みがちとなる地形を効果的に利用している。遺構は全面

より削平され、斜面下方の約半分は消失している。実測した壁の内側にも部分的に撹

乱が及び、その結果、壁の輪郭はゆがんだ形状を呈している。覆土は斜面上方ほど厚い堆積状

態を示し、深い部分で、は約25cm、下方の浅い部分では約 5cmで、ある。平面形は偶丸長方形を皇

し、その規模は現存長が約5.5m、幅約2.21ちである。長軸はN-50
0-Wの方向を指し、床の傾

斜角は5。である。制平された斜面下方の炭化物散乱状態から推測して、少なくとも全長 8mは

ある大型の炭焼成遺構と確認できた。床や壁面は火熱を受けているものの、特に硬かったり赤

化した様子は認められなかった。床面にはi幅 lO~25cmで、断面が緩いむ字形の溝が 3 条検出され

た。 3条の講のうち、中央の lつは奥壁に取り付いているが、両側の 2条の溝は、奥壁から約

20cm手前までで完了 L てし、る。また、両側壁からの距離は1O~20crnで、あり、中央の溝からは約

40cmと等間隔を保っている。覆土は、 3・5層において炭化物もしくは焼土を顕著に含むハ 3

庸では 1cm前後の炭化物が充填し、 5謄では少なくなる。逆に、

として含まれ、 3層では粒子だけとなる。 SNI03は、そ

う炭焼成遺構てーあり、年代は不明である。ただし、

松林となっていたということは分かっている。

ここでは、 ておきたL唱。

L 

ざ

掘り窪めている と考えるのが普通であるが、ここではその機能が当てはまるであ

ろうかと Lヴ疑問が生じた。 通常、窯業遺構における排水溝は、湧水や地下水を排水したり、

水分を遮断することを目的としてし・る。 LiJ，し、本遺構では、湧水守J地下水の流出はなく、も

るとするならば、 自体が排水溝としての機能をもっと考えられる。

り、 さらされる状況下にあり、天井を

119 



上野台遺跡

も

これらの溝は、

ら廃窯まで恒常的に利用できるものとは、本質的な違いがある。また、

うなどの工夫がなく、また排水溝とするので、あれば、最も湿気を掠う底

前中央部にあえて設ける必要があるかなどの錠問が生じる。すなわち、細長いこの種の伏せ焼

き技法をもっ炭焼成遺構には、あえて排水溝は必要としない、と考えるのである G よって、こ

れらの溝には別な機能があると見るべきであり、 50の傾斜度も含めて、火力を高めるための

施設、通風溝と考えてみたいのである。

ここで能遺跡から検出されている、{犬せ涜き技j去をもっ大型の細長し、炭混成遺構について、

その比較を行ってみる。県内における向じような炭焼成遺構は、雄和町滝ノ沢豆遺跡、で5基、
(註2)

河辺町石坂台N遺跡で 3基、若坂台四遺跡で 2基が検出されている。おおむね、これらの規模

は全長 8~10m で最大は10.3 m、Ip高は1.5m前後で最大は1.85 mである。全長は本遺跡におい

て不明であるが、幅の規模より本遺跡の炭焼成遺構は、他の遺構に比べて格段に大きし、。そし

て、他遺跡のものには溝は認められていないなどの点が指摘できる。これら規模の拡大化と溝

の相関関係から、本遺構の溝は、規模の拡大化に伴う熱効率の悪さを補う目的として機能した

と考えられる。従って、もしこれらの考えが正しいとすわJ ば、

る2条の溝は、撞度な火力をあげなしイこめ

央の溝は、主要な通風溝と考えられるが、その取り付

しないで壁に沿ってあ

り付く中

を用いて煙り出しの

施設を形成してし、たと考えられる。よって、これら 3条の溝は、遺構内の木炭を均一に蒸しあ

げるための機能を有してし、たと考えられるのである。

註l 通風i背の名称は、ここで初めて用いると思われるが、熱効率をあげるためj試を送るのに設立つ溝、

と定義しておきたい。

註2 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1 秋田県文化問調査報告書

第150集 1986(昭和初年)



第 4章 C区の調責の記誌

第 4章 C区の調査の記録

序層の区fiu 
ifnド

ー
庁
臼
州第

標高56mを測る

によって生じた小谷に分けて捉えられる。

I層

班層

(lOYR 層厚20--30cm、

(lOY R5/6)地山。

1 .且 出土している。現状の立層は南東部平坦面上に部分的にしか堆

と捉えられる。また検

主、一段低く 5111を測る北丙部及びその間の

とおり(第66図)。

五層 (10Y R5/6) lOcm。

II 
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上野台遺跡

サンプリング試料を用いて11C年代測定と花粉分析を行っている(第 5 によって生じた

小谷(ST22li 以下のとおりである(図版60)。

l膚 黒褐色土(lOYR2/3)1層に対応。 6層 褐色土(lOYR3/4--4/4) 

2層黒褐色土(lOYR

3層 (lOYR 。 7 I膏 褐 色 土UOY

炭化物- 入する。 8層掲色土と

4層 (lOY R3/3"'-3/4)。 9層 明演褐色土(lOYR6/6)。

5阻程度の炭化物が多く混入する。 10層褐色土(lOYR4/6)。

遺物包含層(中期末葉~後期初頭)。 11層 (lOY R6/6)。

5層 (lOY R4/4)。

第 2節検出遺構と遺物

1 縄文時代

より検出した遺構は、

し、ずれも縄文時代のものである。

-土坑-焔

く、時期を特定できないものも含まれるが、そ

の大部分が中期末葉~後期前葉に構築されたものと考えられる。

するが、その分布を見ると竪穴住居跡は中央やや西よりに集中しており何期か

れ、遺構の重複に注目すれば竪穴住居跡の後に掘立柱建物跡が構築された時期があることが想

定される。また、土坑の中には覆土の状態から土墳墓と判断されるものがあり、

には焔し穴状遺構を設けるなど、この狭L、台地が様々に活用されている。

出土遺物の総量はコンテナ20箱で土器・

土器には、 I られるものと]1.謹

-石器があり、すべて縄文時代のものである。

られるものがあるが、本調査区で

は後者が多い。石器け;、数は少ないながらも、 -スグレイパー・

間石-
、

局、J
ノ

i
 

ある。

人々これらの遺構-遺物からは、

とめ、その後は中期末葉~援耳J:J前葉に再びこの台地を活用し、

の遺構を残す様々な活動を繰り広げたことが考えられる。

なお、 OF60グリ、ソドから NS64グリッドにかけーて

てその活動の浜跡をと

って多種類

7
Q
 

4・6層は

I群の土器が出土した。こ

ンチ内に、

であり、 4層からは立・罰

、ては、 OB62グリッ

6 J脅からは

Ltニトレ

られ、そした土器や炭化物が多く含まれる
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第 4l'主 Cf'Zの調査の記録

と判断し ST221 を付した。しかし調査の進行及び遺物整理作業を通して

らの流れ込みが多L、ことが判明したため、ここでは遺構としては取り

扱っていなし、(国版59)。但し、その呼称については、便宜上ST221を使用する。

( 1 )検出遺構と

検出した遺構は、 5軒、掘立柱建物跡 2棟、土坑20墓、陥し穴状遺構 l 器土

る。 遺構はOD64グリッドで検出された SR203を除き、調査区

る(第67図)。いずわも第重層上面で確認さ，hたが、

されており、特にあまり地山を掘り込まずに床面を構築した竪穴住居で、は壁が検出されなL、な

ど、その遺存状態はよくなL、。これらの遺構は、遺構内より出土した遺物などから概ね中期末

葉から後期前葉に位置付けられる。

G主

65 

N Q  

20m 

OG 
第67函 C区遺構配置国

123 



と里子台遺跡

①竪穴住居跡

りに 5軒集lドして検出された。 ほとんどが隣接し合っており、 1pJ期か

の変造があったと考えら;hるが、遺構の遺存状態が良くなしまた遺物も少ないため詳細は不

明である。 J二部の削平により、 S1 206を除L、て壁は全く j選存しておら

た炉跡とピットによって在居跡であることを判断した。なお、ここで扱う

に設けられ

ピットを柱穴とするもので、その柱穴の大きさから竪穴構造をとったものと考えられる。ま

た、後述する掘立柱建物跡とは柱穴の規桟の相違によって区別している。

遺構内より出土した土器は、 した小破片のみであるが、住居跡の形態など る

と、これら られる。

SI 201 (第68図、国版48)

りのoC59グリッドに位置し、東側がS1 216と隣接する。

のために設定したトレンチ内の困層上国に焼土を検出していたため、この部分の困層上面を丹

した結果、焼土を臨んでピットが検出され、住居跡と判断した。

壁は遺存しないものの、床面の焼土が検出されていることから、床は削平を受けていなL、
炉は地床炉で、住居内のほぼ中央に設けられており、焼土が…辺70cmほどの略方形に広がって

いる。この焼士の東側には56x :38cmの範囲に炭化材・炭化物の集中する部分が検出されたが、

焼土部分と合わせて一つの炉を形成してし、たものと考えられる。ピットは 7箇所(P1~Pï) に

検出された。平田形は佳28~40cmのほぼ円形で、深さは20~28cmを測る。不正六角形に配置さ

れている柱穴間の距離に着目すると、 PI~P2 間と PI~PS 間がやや広くなってし、る。この方

向が、出入り Uの方向ないしは住居の長軸を示唆するものと見られる。床はほぼ平坦であ iJ"

く踏みしふうられてしイこ。規模-形状については推定の域をでないが、径:3.5m前後のFCJ

形を基調としたプランであったものであろう。柱穴に閉まれた部分の床面積は6.011fと狭L、。

ピット内か しなかったG

SI 202 A.爵(第69・7:3図、図版49・61)

平坦面から ST221に向かつて緩く傾斜し始める部分にあたる OA61グリ、ソド

する。西側が S1 225に隣接している。 1層除去後輩層上田に石間い炉を検出、住居跡となる

可能性を考えて麗謄上回を精査した結果ピットが検出さhたため位居跡と判断した。柱穴の配

目すると、石間炉を 6f間のピットで取り囲む住居跡Aと一回り大きい住居跡Bの2軒が

してし、る。石間炉を伴う Aの方が新しいo A.Bともに壁は遺存したL、。

住居跡Aの炉は、;全体としては径50cm前後の円形を呈する石囲炉であり、住居跡内のほぼ中

央に設けられている。石はE層を掘り込んで揖えられており、炉の中央でも lOcmほど掘り

られている。遺存する石は1O~30cmのやや偏平な瞭101闘で‘ある。この内、西側の 5 個の石は内

124 



C[x:の調売の記録
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SI201竪穴イ主居跡第68国

に重なるようにある石には、石間主fこ、していた。慣れ/こ題する部分が加熱によっ

えられる。なお、れるものとした 3伺の石の痕跡に対応するもL、炉のプラン

この破片は二次加熱のして出土したG器土ても長し

ピット i土6られたものと見られる Gられなレことから、痕跡もほとん

も良この中ではPsるt/，、された。いずれも(P1 ~P6) 

好て千歪38cm、深さ27cmを測り、深さでは P2が21cmでこれに次し，でし、る。 f自のピットは径2

S 1 201と同様の特徴を示る

125 

4~28cm、深さ 13~17cmを測る。



上野台遺膝
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ね，)巴況コニ¥jU I 

P" 

S1202A信号

し、 P1~~PG 間と P:1ι 民間がやや広くなっている。床而は、ほぼ子坦である。ピットの配置

から径2.5~3. 0 mの円形を基調としたプランであったものと推定される。ピットに国まれ

分の床面積は3.2rrfと 、。

Bの炉は不明であるが、 P11の東側で、径20cmに広がり、厚さ 3

ている。 P7~P がこれ うピットである。平面形は24~34cmのほ
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第 4章 Clえの調査の記鋸

居跡Aのものに比べると一回り大きいものが多いG 深さは、北西側のP10・P11が北側に傾斜す

る立地のために10cm.16cIllとやや浅いものの、他は20'"'-32cmを測る。床は北西側でやや傾斜し、

全体的に柔らかい。ピットに閉まれる部分の面積は8.8ばである。

床面付近及び炉・ピ y ト内から出土した遺物は土器片がごく少量で、粗製深鉢形土器の破片

である。 1は石間い炉内より出土した口縁部破片で、 きの状態で縄文を施文

しており、 RLR縄文が明瞭である。 さht-:..口 も され

る。 2・3は体部破片でRL縄文を施文している o 2の原体はしっかりと撚られてお i)， 0段

多条の可能性がある。 3はP5覆土中から出土した。いずれも JI群 6類に相当する。

51 206 (第70・73図、図版50・61)

OC .OD60グリッドで検出されており、 SB241と重複する。頭層上田の精査で、ぼんやり

とした明褐色土の広がりとして遺構を確認した。この時点で明褐色土の広がりを切る SB241 

の柱間をつなぐ溝のプランが確認されていること、ま

241よりも古いものである。

の土層観察から、本遺構は SB

。-B
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竪穴の平面形は、長径3.6m、 Omの不正

第 4章 C区内調査の記録

し、長車出方位N-32
0

-E、床面

積は7.9ばである。床は中央から北側で傾斜しており、全体的にしまりがなく柔らかい。床面

の南寄りに検出された P1は径25c皿、深さ20cmで、ある。急傾斜で立ち上がる援は、部分的に欠

如するが、壁高 5~ 10cmを測る。覆土は 1-----3層に分けられるが、このうち同ーの色調を呈す

る1. 2層は混入する炭化物の量で区別しており、炭化物は 2層中により多く含まれている。

覆土中及び床面より少量の土器片・土製品が出土した。 4&土粗製深鉢形土器の体部破片でR

し縄文が施される。二次加熱を受け内外面とも している。 5は網代痕のある底部破片で

ある o 4・5とも E群 6類に相当する。 6は上端と下辺部分を欠く三角形土製品である。中央

付近を通る 3本の沈線によって表面に三つの区画を作り出し、それぞれの区画の中央部と土製

品全体の中央に刺突を施している。左右の刺突はやや上方から刺突されており、中央及びその

下方の刺突は貫通している。

51 216(第71・73図、図版50・61)

OB59グリッドで検出された。西側は S1 201と隣接する。 国層上関を精査して楕円形に配

されたピット群を確認して、住居跡と判断した。床面南寄りの部分に SK232と重複するが

新i日関係は不明である。

までにおよんで削平されたものと考えられ壁・炉ともに検出されなかった。ピットは10

個(P1 ~ P 10)検出され、 P"が深さlOcmでやや浅いものの、他は良好である。平面形は怪26----

40cmのほぼ円形で、深さは P1が40cmと最も深く、 Pi・Pg・P1りが30cm前後、 Ps・P6・Psが25

cm前後、 p"・P4が20cm前後で、ある。またその覆土は、いずれも同じで、わずかに炭化物を含む

日音褐色を呈する。ピットの配置を見ると、

のと推定される。ピットに閤まれる

では最も大きい。

5 m、短径 4rn程度の楕円形プランを唱したも

7 n1'で、調査区内に検出された住居跡の中

である。 7

より数点の土器片が出土したが、粗製深鉢形土器の破片がほとんど

の体部破片であり、無文部はL撚糸文施文後に沈線、によって区画さ

れ、削るようにして表出されている。またこの沈線には、無文部を横切るもう一本の沈糠が弧

を描し、て連絡している。破片は二次加熱を受けて内外部ともに著しく非変しており、

くの砂粒を含むため、非常に脆くなってし、る。

51 225 (第72・73図、図版51・61)

OB60・61グリッド された。東側が S1202と隣接する。盟

と判断した。 震は検出できなかったが、この部分の Iとピット し、

には、直属上面より

していた可能性がある。

っ
合
J
E

1ζ 
」まややら しており、

ハ可
υ



上野台遺跡

GI 

⑧
ト

。

。 。歯も
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/θ 。}'c.

。
OJ 

対ιノドl

A -55.7m -B 

C-55.7m -]) 

、:毘土7);長i歪臼C盟、 る。ピットは 7i[iij(P1~Pï)検出

るものが多いが、深さは23--36cmを測り

1 i間含まれていた。ピットは北側

る。 P1した。

も良好なピットであるが、 されな

カ冶っ7こことから、 ピット として北側に大きく関口した形にたEる。位置的に北部!が

S T221に向かっ

ている。炉を中心と

したものである。ピットに閉まれる

ど
¥ して床面も北側がわずかに傾斜し

くしまっている。

ヲnfで、ある。

したが、そのほとん し である Qら
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上賢台遺跡

8は粗製深鉢形土器の口縁部破片、れまLR縄文施文f去に沈線を引き、 し;こょっ

を表出している。 10は皆しく

文はLR縄文である。 11

してし、る よって無文部と縄文部を区画している。地

ら刺突している。

明だが破片上端の器)享を考えると!こi縁部に近L、iI，度片と見られる。 12・13ともに縄文だけの破片

である。 12はLR縄文であるが、節が非常に細L、。また縦方向の綾結文が見られる。体部被片

であるが器厚は薄く、小型の土器であったものであろう。 13は O段多条LR縄文が施文され

る。 14は網代棋のある底部破片である。それぞれの特徴から 9 ・ 10は立群 4 類、 8 ・ 12~ 14は立

群 6類、 11は皿群 3類に相当する。 15は組製深鉢形土器の体部破片を利用し、縁辺を打ち欠い

て円形に整形した円盤状土製品である。 LR縄文が施文されている。

②掘立柱建物跡

S T221に出して 2棟検出された。形態の上で、はそれぞれ異なる

ものであるが、柱の規模や柱間の距離などに類似する点が認められることから、 2棟とも同一

時期のものと考えられる。柱穴内の出土遺物から後期前葉に位置付けられる。

S B 241 (第74・75図、国版51・62)

OC .OD60グリッ F-で、検出された。 S1 206と しており、本遺構が新しい。頂

され、桁行 2問、提行 1間で、

を呈する。長制i方位はN-32
0

-Wである。

Om、梁行柱間距離2.5111

Pl ------Pfiで、在28--40cm、深さ54--102cmを測

り、二t層断面の観察で、は径20cmほどの柱痕跡が認められた。また PI--P~ 間を除く

20--32cm、深さ 12--26cmのピットが伴っている。中央:1J!~柱は i隔30cm、深さ 50cmの溝で、結ばれて

おり、この中央にも霞24cm、深さ14cmのピットが穿たれてし、る。柱穴の覆土 1・3層と講の覆

土 4J書中には炭化物が多く混入していた。部層上面が床になっており、床面はほぼ平坦である

が北西側に向かっ

られ、

く傾斜しており、溝を越えた部分が10cm程{尽くなっている。炉は 2

92cm、

さ8cmほどで、

を施文してし‘る。

無文である。 17は緩い波状|ゴ

されており、

さ，hており、とも ノ心。

り、北側では径60cm程度のほぼ円形に広がってし、る。とも

まで認められるが、掘り込みを伴うものと捉えにくし、。

ら少量出土した。 16は胎~Hこ幾分散維を含み表i百には RL

あるが織維の痕跡が認められる。 17・18はともに口縁部破片で

し、口 を用いて平坦に

である。 18は口縁部が平縁となるものでほぼ直立する。口唇は17同様平坦に調整され

ているが、その端部は17 よりは幾分丸みを帯びてし、る。 19~~22はし、ずれも粗製深鉢形土器の体

である。 19はLR縄文を施しており器厚が薄し、。上端の状態から口縁付近の破片と見ら

132 
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れる。 20~22は RL

させている。この

される。胎土にはやや多く

22 

第75図 ( 2 ) 

している。 21・22は

第 4章 C区の調査の記録

16-23・S1 S B 241 

() 
Clll 

、も

ペ
}
ノ

ー した原体を

られ、 3 cm程でーある。 23はRLR

良野で、忘る。また、 SK214中から同

翠群 l 19--23がn群 5

が出土している。以上の土器片は、それぞれ
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S 8242揖立柱建物跡第76堕

されたことから、周辺の 4本しfこOして

る。f
h
v
 

日間xi間)で、柱間距離1.6~1. 8 m 

4 i菌ともに径20c涜前後の柱痕跡をとどめる。深さ 52~64cmで、

以下に 2棟検出されたこの遺構の特徴を整理してみる。主として 6本の柱穴からなる SB

これによって盟層伴うことであり、2 241 

、
、，ノi
 

v 

'-
の建物の床であることがわかる。また、

これに対し SB241とは違った形態の SB242に

る。ついては 4本の柱から構成される方形の建物であるということ

136 

していることも注目される。の空間と



縄文時代の建物跡につレては、

第 4章 C区の調査の記録

{麦期集落内のものについて逸平く検討が加えられてい

るが、全国的には前期~晩期のき時期のものが知られており、検出例も徐セに増加してきてい

る。近県の例をひけば、岩手県西部遺跡(中期中葉)、同県蒋内遺跡(後期)、宮域県六反田遺跡

(後期)があげられる。また近年秋田県内でも大湯環状列石周辺遺跡調査(後期ト秋田市地方遺

跡(晩期)・大曲市太田遺跡( (後期)などで検出されている G

こうした検出例の中でもその機能については、遺跡全体の性諮に対応させて、送葬犠宇しに係

わる祭柁施設あるいは住居などが考えられている。墓域として捉えられる大湯環状列石間辺遺

跡・八木遺跡が前者であり、集落遺跡として捉えられる太田遺跡が後者である。

本遺跡の例では SB241については床及び炉と考えられる焼土の存在から住居と把えること

が可能であるが、 SB242についてはその推定が困難である。 2棟の機能・性格については今後

の検討課題であるが、これらの遺構は、その機能・構造は別としても縄文時代の遺跡にあって

多様な景観を作りだしていたものであろう。

③土坑

調査区南東側の平坦面上に20基検出された。遺物を出土したものは10遺構であるが、いずれ

も中期末葉から後期前葉のものであり、遺物の出土しなかったものにつし、ても一応同時期に捉

えておく。以下は遺構の検出臓に記述する。

5 Iく204C第77図)

OD60グリッド中央やや南寄りに検出された。平面形は径70-----80cmのほぼ円形を呈し、深さ

18cmを測る。底面はほぼ平坦で、比較的堅くしっかりしている。壁は北側の一部が急傾斜に立

ち上がるほかは全体に緩く立ち上がっている。護士は 1・2層ともにしまりがあり、また炭北

物が多く含まれてL、る。 2層に含まれる炭化物は径がやや大きい。遺物は出土していない。

S区205(第77・81図、図版53・62)

OD59グリッド北端で検出されたもので、長径1.2m、短笹0.8m し、長軸方位

N-70
0

-Wである。深さは12cmと浅い。底面は北西側に向かつてわずかに傾斜し、

く立ち上がっている。覆土は 1・2層ともにしまりが良い。また l層中には径 3悶程度の炭

化物が混入する。 2層は 1層に比べやや明るい色調を呈する。

されたが、この石は焼けており部分的に赤変していた。

遺物は l層中から出土したもので、粗製深鉢形土器の体部破片である。 24・25ともにRL縄

文が施されており、立群 5
。

ス一
U

51く207 .81図、図版53・62・63)

NT60グリッド南東寄りに検出された。長佳2.2m、短径1.8mの楕円形を皇し、長軸方位N

-52
0

- Eである。深さは1.0mを測る。底面はさらに15cm前後掘り下げられており、その平面形

137 
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が一辺1.0m る。壁は緩やかに立ち上がるが、中半から関口部にかけては

8層に分け』ら;れるが、全体的にしまりがなし、o 2居中には炭化物が多

さ*lる点でSK214と共通する。く混入している。

るカヘ
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a-
ny一目

。
たーし士出、つ る。 26---30は口 あ

る。 2G~28'31 ~35( ヱ

るもので、 27・28・32は沈線の末端が巻いており、 31・34・35

に伸びている。また、 34ではその無文部を切って沈線が連絡している。 33

はRL縄文上に枕繰が引かれている。 29は口縁に平行する沈線が巡る。 36~39はし、ずれも粗製

土器の体部破片である。 26~29 ・ 31 ~35は誼群 l 類に、 30 ・ 36~39は立群 6 類に相当する。 S 2 

は{JW辺を刃部とするスクレイパーで、

部事(第77・82図、 iきj版54・63)

OA59グリッド南東隅に検出された。平面形は径1.1mのほぼ円形を皇し、深さ65cmを測る。

底面は西側に向かつて傾斜している。壁は急傾斜で、立ち上がっているが、東側は部分的に膨ら

み、断面形が逆台形状を呈する。覆土は 1・2層に炭化物を多く混入している。 3層はしまり

が弱く、混入物の少ない層である

る。

l属中から出土したが、そ い。 40~42はし、ずれも粗製深鉢形土器の体部破

)1ーであるが、 40~41 は LIミ縄文を、 42はRL

S iく210(第77・82図、図版54・63)

NT59グ1) ッド中央北寄りに検出されたもので

してし・る。 立群 8
。

マ
Q

S K211が隣接する。長径0.8m、短

f主立 5m 1可、 J宰さ36cmを調!日る。

ち上がっておii}" 南{

七(つ

ら陪口

遺物は 1層中から 3

2層に分けられるが、 2層は 1層に比べてしまりがないの

した。 3点とも粗製深鉢形土器の体部破片であり、 RL縄文を

よってかなり臨くなっている o 3点とも互群 6 る。

長211(第77図、図版54)

NT5合グリッド中、 SK210の東部に隣接して検出されている。長窪0.7m、士宮在0.5m 

円形を呈し、長軸方1立は -18
Q

- Eである。 τYTI奇形の上でSK210に類叫するが、深さは12cmと

、。!民間はははヤ王旦℃わり、

あり、 2層はしまりが弱い。

芸 E主計七第78e82図、図版55-63) 

していたt コ

NT59・60グリッドにかけて検出されている。北西側がわずカイこ S瓦213と切り合い、本土坑

のほうが新しい。平面形はほぼ円形を呈し、径O.6mと小型であるが、深さは32cmを誤判、掘

oo 
q六
)
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上野台遺跡

り方はしっかりしている。底面はほぼ平坦で、監は急激に立ち上がっているが、中半から関口

部にかけてわずかに外傾する。覆土は 2層に分けられる。 1層は炭化物を多量に混入してお

り、この中から炭化したクルミが出土している。 2層中には 1層の土が粒子状に混ざり込む。

士坑中央の 1・2層間に褐色土がブロック状に入っている。

遺物は l層中から少量出土している。 46"-50はし、ずれも深鉢形土器の体部破片である。 46は

斜位に展開する沈線が縄文部と無文部を区画している。地文はRL縄文である。 SK207中よ

り出土している27などと同一倍体の可能性がある。 47・48は縄文を、 49・50は撚糸文を施文して

し、る。また48 ・ 49は赤変し脆くなっている。 46は E群 l 類、 47~50は宜群 6 類に相当する。

S &く213(第78・82図、図版55・63)

NT60グリッドに検出されたもので、 SK212と切り合っているが本土坑の方が古い。径0.8

mの円形を呈し、深さは26cmで、ある。底面は中央が若干窪んでいる。南側で切り合う部分の壁

は角度を持って立ち上がるが、北側の壁は緩やかである。覆土は 2層に分けられ、 1層中には

炭化物と褐色土粒子を多く含む。また SK212と同様に、炭化したクルミが出土している。土

坑内部の北側で検出した石は l層中に含まれたものであり、長さ20cm誼度の細長い石の片側は

加熱によって真っ赤になっていた。覆土に共通点のある SK212とは同じ機能が想定される。

出土した遺物は S3の磨製石斧一点である。石質は花崩岩で、基部を欠損している。

S iく214(第78・82・83図、図版55・64)

OE.OD58グリッドにかけて検出されている。平面形は上面で径1.9mのほぼ円形を皇し、

底面径O.6mである。深さは1.3mを測る。底面はほぼ平坦であるがしまりが弱く、底面にはほ

ぼ中央に径20cmで‘深さlOcmのピットが穿たれている。壁はつ段になっていて、底面から中半ま

では急傾斜で立ち上がっており、その後は関口部に向けて緩や方、に外傾して続L、てし、る。

は 7層に分けられるが、 2層は褐色を呈する焼土であり、遺構確認、時点から明瞭に捉えられた

ものである。 1. 3 ~ 7層は全体にしまりが弱く、いずれも中には焼土粒子・炭化物を混入して

いるが、 7層中には径 5~lOmm と大きめの炭化物が多量に含まれている。 3~6 層にかけて

は、黒色土・掲色土がブロック状に入っている。以上の覆土の状態は明らかに人為的に埋め戻

Lたものであり、本土坑は土墳墓の可能性がある。

遺物は南東壁付近の 3. 6 . 7層中から出土した。他の遺構のものに比べて大きし、破片が多

い。いずれも粗製深鉢形土器の体部破片であり、 51・52はRLR縄文が、 53・55・56はLRL縄

文が、 54はRL縄文が施文される。 51・52、55・56はそれぞれ同一個体であるが、前者は SB

241の柱穴中から出土したおとも同一個体である。 54を除き複節の原体を用いてし、るが、 55・56

は条がやや太く明瞭である。 53は二次加熱を受けて、脆くなっている。 54は下方が若干湾曲し

ており、武部に続く破片と見られる。いずれも、五群 6類に相当する。
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上野台遺跡

書長引7(第78・83図、図版64)

OA59グリッドの東端で、 SK209の北側に検出された。窪0.9mのほぼ円形を是し、深さ30

cmを測る。底面はほぼ平坦であり、壁はほぼ垂i査に立ち上がる。覆土は 3震に分けられてお

り、 l層には少量の炭化物を含む。 2・3層はともに褐色を呈するが 3膳の方がやや明るい色

請を呈してレる。部分的に木の程による し、る。

l層中より土器片 1点が出土してし、る。 である。撚りの留い

原体を用いて、 RL縄文を施している。

箆222(第78図)

NR62グリッド東端に位置し、わずかにNQ62グリッドにかかって検出されている。平面形

は長径1.4m、短径0.9mの楕円形を呈する。深さは45cm前後を測る。底面はやや出凸があり、全

体が緩く北西に向けて傾斜している。援は急傾斜で立ち上がっている。覆土は 2層に分けられ

るが、部分的に撹乱を受けている。また、 1層に少量の炭化物を含む。遺物は出土していない。

S Iく223(第78図、図版56)

OG57グリッド中央やや西寄りに検出されている。平面形は長{至上 3m、短筏1.11廷の楕円形

を呈している。長軸方{立N-82
0

-Wである。深さは45cmを測る。

ち上がっており、断面形が逆台形状になる。覆土は 5層に分けられる。 l層は地山に近い色調

を呈しており、このため遺構確認段階で、は、この遺構のプランを明瞭には抱えられなかった0

2層中には径 5蹴の炭化物を少量混入している。上面から根による擾乱を受けているが、

的に比較的良くしまっている。濯物は出土していない。

霊長22ヰ(第72図、図版56)

OE58グリッド西寄りに検出されている。平面形は在1.3ll1のほぼ円形で、深さは26cmと

い。底面はやや凹凸があり、全体が西側に向かつてわずかに傾斜する。

って立ち上がるものの、東側では底面から関口部まで非常に緩いi傾斜で続¥"てし，る。覆土は 4

層に分けられており、 1震中には炭化物がやや多く含まれている o 1 

5 r--.__， 10cmの石が 2個含まれている。

1 . 2層中から少量の土器片が出土している。¥，寸-'JLも立群 6類に相当し、

しい。

事長226(第79菌)

NR62グリッ された。 S B と切り合っており、

Tこ、 9m、程径Q.7 m 

るもので、 Eである。 深さは12cm前後と浅い。

しL、。ま

であり、壁は

く立ち上がっている。 1躍で、 。。 しなかった。
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上野台遺跡

事長227(第79図、図版56)

OE58グリッド西端、 SK224の北側に検出された。平面形は長径1.2111、短径0.8mを測に

長:軸方位目的。 Wである。 深さは16crnを測る。底面は西側に向かつて緩く傾斜している。壁

は西側で緩く、東側では急、傾斜に立ち上がっている。覆土は l層でしまりがあり、少量の炭化

物を混入する。規模・形態-覆土の状態とも SK205に類似してし、る。遺物は出土してL、なL、。

畠長232(第79図、図版56)

OB59グリッドに検出された。 S1 216中に位置するが新!日などは不明である。平田形は径

0.6m前後の円形を長し、深さ20crnと非常に小さい。底面はほぼ平坦で壁は緩く立ち上がって

いる。底面には佳16crn程の石が置かれているが、上面が加熱によって赤変している。覆土は l

層で褐色を呈し、石の置かれた部分にやや多く炭化物が混入する。遺物は出土していない。

S Iく233(第79図、図版57)

OE60グリッド中央西寄りで、 ST221に傾斜し始める部分に検出された。長径1.5m、短径

1.2mで長軸方位N-32
0

-Eである。深さは110crnを測る。底面は南側でわずかに段を持つもの

の、ほぼ平坦で非常に良妻子である。監は垂直に立ち上がり、南西側では上部が若干オーバーハ

ングしている。このため、断面形は袋状を呈している。覆土は 8層に分け』られてし、る。 1・2

震はしまりが弱いのに対して、 4~7 層はしまりが良好で炭化物が含まれているが、 7 層に混

入する炭化物は径 5則前後で、あり、やや多く含まれている。この 7層については土のしまり具

合と堆積の状態から人為的に埋められたものと考えられる。

覆土から少量の土器片が出土した。いずれも磨滅した小破片で、掲載していない。ほとんど

が亙群8類相当のものだが、水平に沈線を巡ら る口縁部破片が 1点含まれる。

事長234

N S63グリッド西寄りに検出されており、 ST221内の斜面に立地している。長径1.9m、短

径1.1111の楕円形を呈し、長軸方位N-32
0

- Eである。深さは56crnを測る。底面は凹凸がある。

北側の壁は急傾斜で立ち上がっているが、南側では緩く立ち上がり、途中わずかに段を成して

関口部に続いている。覆土は 3層に分けられ、 2層中には径 3悶程の炭化物が少量混入してい

る。 遺物は出土していなL、。

s iく235(第80国、図版57)

o F58グリッド杭を含む位置に検出された。平面形は長径1.4m、短径1.0m

し、長軸方位はほぼ南北に直交する。深さはlOcrn前後と浅い。

で立ち上がってし、る。 されており、 l層である。

事長244(第80図)

NR62グリッド東端に検出された。径0.6m、深さ20crnの小さなもので、 2 J麗である。
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上野台i藍鋭、

第83図遺構内出土遺物(5 ) 

④焔し穴状遺構

S iくす243(第80図、図版58)

調査区南東部平垣頭の東端にあたる、 Np. N062グリッドから N063グリッドにかけて

出された。いわゆるTピットで、関口部では長軸3.7111、短車IIlO.6111を測る。長軸方位はN-8
0 

-E とほぼ南北方向をとり、等高線に対しては誼交している。深さ 54~72cmを測り、短軸方向

の断面形はV字形を呈する。遺物は出土していない。

⑤土器壇設遺構

雲霞203(第80図、図版58)

OD64グリブド北西コーナ さわず t"h ~ Tつつ11-ハ-Hノイ日iI
~ '.ν 」吋 V ノ、..._， .... .......... ~ーノ勺1-1.1-""'.)

さまれ

である。上部の削平が著しく、土器も 5~'lOcI訂正どしか残って L 、なし、。土器を埋設するための

掘り込みは径40cmの円形で、深さは15cmで、ある。覆土 2層には地山に由来する小円牒が多く混

入しており、また l層には焼土粒子、炭化物を混入している。

埋設されていた土器は細片となって磨滅が著しく復元することができなかった。 LR

施される粗製深鉢形土器で、互群 6類に相当するものである。 遺存した部分の内面には著しく

炭化物が付着していた。

Q
O
 

Aτ 



第 4章 C区の調査の記録

( 2 )遺構外出土遺物

遺構外の出土遺物は、調査区平坦面の包含層の薄いこともあって、比較的少ない。

この項で、取り扱う遺物、特に土器については、当初 ST221として調査された断層によって

生じた小谷から出土したものが多い。

(1)こと 器(第84~98図、図版65~80)

I群土器

2類、主に ST221内G層より出土しており、多量の綾維を混入していて軽い土器が多い。

胎土は綴密で焼成も良好の土器が多い。

2類a.(63~78 ・ 81 ・ 83 ・ 84 ・ 87 ・ 92)

内外商に縄文の付される土器である。 63~69は同一倍体で、内外面とも LR縄文が付され、

外面は横位回転によるもので、内面の縄文は部分的である。胎土は綾密で、焼成も良好であ

る。色調は茶褐色を畏し、 64・66・68・69の外簡には煤状炭化物の付着が著しし、。 63から見ると

やや外皮ぎみの口縁部で口唇部は丸みを持つ。 68もLR縄文が付され、色調が黄灰色を呈する

他は前者の土器と胎土-焼成とも変わらない。 70----78も向一(自体である。内外国とも0段多条の

LR縄文が付され、斜位回転によるものである。胎土は鍛密で砂っぽく、焼成も良好である

が、前者の土器よりはやや脆い。色調は黄褐色を呈している。 81・84も同一個体で表裏とも L

R縄文が付される。胎土には 2・3nunの砂粒を含んでいるものの焼成は良好である。色調は黄

撞色を呈している。 83は胎土が極めて綾密でLR縄文の施される土器である。 87もLR縄文が

施されている。 92はRL縄文の施される土器で81・84と胎土色調とも近似している。

2類b.(58~62'79 ・ 80.82 ・ 85 ・ 86 ・ 88"--'91'94--99) 

外商にのみ縄文の付される土器である。 58・59・62・86は向一個体で、胎土は極めて撤密で焼

成も良好である。全体的に茶褐色を塁している。口属部は平担で内傾するが、口縁部はほぼ直

立して体部に至るものである。 61も胎土は撤密で焼成も良妻子である。やや丸みのある口唇部は

内傾し、体部と同様のO段多条LR縄文による側面庄痕文が施されている。口縁部は外反

線的に体部に至る。

60は胎土に 3nunほどの砂粒を含むが、焼成は良好である。丸みのある口容部、ほぼ直立する

口縁部でO段多条のLR縄文が施される。内面には、太い繊維束の剥落した痕跡が見られる。

79も胎土は鍛密で焼成も長好である。外国にはLR縄文が施される。 80・82は、粗い砂粒を含

焼成は良肝である。 82はRL縄文による羽状縄文を表出している。 85・90・97・98はLR

縄文、 88・89・91・94・95はO段多条の LR縄文が施される。 96は細かし、LR縄文が施されてい

る。 99はL撚糸文を横{立に施した後にRL縄文をこれに直交するように施文してし、る。この種

の施文法はこの一点だけである。
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2類c.(9:i・ 100)

ある。 93は、胎土は総密で焼成の良好な土器で黄樟邑を呈してお i入 89とi司イ国

体の可能性がある。 厚さからして士一器底部と考えられるが、平!底なのか尖底になるかは判然と

しない。 100は、胎土に 5illill前後の砂粒を含んでおり、焼成も良好である。黄白色を呈してお

り、麗質の感じがあり他の土器とはやや趣きを異にしている。

:rr 

4類(101~ 137、 205~208)

a、口縁部内外面に隆帯の貼付される土器で、丸みを帯びる口 ら外反する口縁部を有

する土器101・115・116、平坦で外傾する口唇部から外反する口縁部を有する土器103・114・117が

ある。器形的には、体部から直線的に立ち上り、口縁部は外面では沈線を内面では経帯をキッ

カケとして外反する。内部の隆帯は、外国の口縁部無文帯と体部の縄文帯を画している沈線と

ほぼ同位置に付され、陵帯は鮎付後上下からのつまみ出しに似たナデによって、断面形がほぼ

カマボコ形になる。 116のように経帯が、波状口縁の頂部から走るi盗帯と繋がるものもあり、

115なども同様であろう。多くの砂粒を含むクト面はザラザヲした感じがある

る。体部に施されるのはRL縄文が多い。

102 -104--113 -119・13か134では口縁外面にも経帯がある。陸帯は左上から右下に向かつて付

され、 106--109のように口縁部末端で平坦な口唇部に吸収されてしまう土器、この場合は隆帯

を付した後に口縁を丁寧なナデによるものである。一方111・113のような隆帯が口唇部ま

して小さな突起状を呈する土器もある。また110は、幅の広い平坦面をもっ口唇部の波状の頂

り波状をより鋭角的に見せてし、る。 118は波状というより花弁状の口縁で¥その

頂部から i盗帯が走るが口唇部上には残らない。内面も花弁~丈の頭部より

体部文様帯は、 IJJ字状文風の構成をとると考えられるが口縁部から走る騒帯は132・133で

j〆

Q 。

は途中でその高まりを失ってしまう。また130・131・

なって残っているにすぎない。 119は、陸予告が大きく

120--134 ・ 205~207では文様は曲線的で、

に葉脈状の文i黍が付される。 205は、

口

く、沈線にはやや乱れがある 0

206も器形的には205と

宇状に残された縄文部は、 IS

形に厨される。 207は、 205・206ほど体音sと口

らむ体部にし、たる土器で、最大洋は口

り出され孔のある橋;伏の突起となる。

される o 136は、沈線区画された中

る口縁音siJ品ら一度すぼまって体部がゆるく膨らむ

で画される。体部文様は横IS字;伏となり

らhるものであろう。 205でISJ

よって、

山は強くなく、外反する口縁からわ

る。体部文様は横IS

ハU
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で画され縄文部は権円形となって蔑る c

b， 135・208は掘し、i盗帯に沿って京iJ突の施される土器である。 208は外反し、小突起をもっ口

ら直糠的に底部にいたる深鉢形土器である。 20n二部、た横IS I宇肢のす楼帯はも口

小突起を起点として垂下する隆帯で 4単位に画される。隆帯に沿って刺突が施される。

己頭(170----204.209--211) 

してし、るが、 Sτ221内では 4類土器と同市レベルで出土し

ているものである。

外反する口縁部から る器形をとるもので170・171・172のように口

文の土器と、口縁端部から される土器がある。体部にはRL.LR両方の縄文が使用

されるが179.180.181・209のように縄の間端を束縛した 2段の縄を縦位回転する土器や、 196.

197の複節のRLR縄文の使用される土器、また反撚の L 縄文の施される土器がある。 210は

R撚糸文が施文される。 211は手控土器で外面には粗いケズリの痕跡を残す。

E群土器

l類

撚糸文を地文として沈線によって文様が描かれる土器である。

も良野であるが、三次的に火熟を受けている。平坦な口

縁部からほぼ直線的に体部に至る土器である。 L撚糸文を地文と

曲部には円形の富孔が付される。 151

ら丸みをもっ土器で、口

して逆向きの'-J

2類 053--161)

F、

匂ア
h 

'~O 

沈線文のみ施される土器である。 153・154v主、

l組の沈線が施される土器である。飴ごと-焼成とも ス
'。ノ 0

l、
". 0 

、胎土

る口

しを

ら一度くびれて体

と考えられる

155r--__， 159・161 口 る口縁をもっ土器である。

脆い。口縁部は無文で、体部とは太い沈線で画される。 158・159を見る限札口

による小さな経帯があり、これを起点に左右に太L、沈線が描かれ、おそらく 161のように体部

もこの太し

であろう。 160は、

3 類 (162~169)

る。 163は

よって区画され、その

より胎土-焼成とも

される土器である。 162(主、

と休部との何

して、 区画に見える。

ゴ工作さ，.て庁、
JL...lレパ 〈ご ，1L/c) V_ノ

る。

引き、中に細い

される。 164~169 も同



上野台遺跡

一個体で、外反する無文のロ縁部には、鰭状の隆帯が貼付される。これは 4単位であろう。口

縁部と体部の接点は逆「く」の字状にな i人体部は直線的にすぼまっている。体部には、指頭お

そらくは親指の腹を在に向けて扶り出すような車IJ突が施される。事iJ突例は 2段 l組で体部を巡

る。東iJ突内に見える細長い縦位の線が、爪の跡であろう。

②土製品(第98図、図版80)

212は、環状の土製品である。全体的には滑車形を皇してお i人両面には、中央の孔を中心

として上下に「ノ」の字状の隆帯を貼付している。縁辺と隆帯に沿っては小円形刺突が並ぶ。日台

土には、白色砂粒が多く含まれており、第E群 4類土器の胎土と同じで同時期と考えられる。

③石器(第99----104図、図版81~84) 

石鍛(S4----6) S4・5は材質が頁岩で、 S6はチャートである。 S4は全面に細かな剥

離を施しており、基部にはわずかながらアスフアルトが付着している。 S5は、両面に古い剥

離面を残しており先端部には再生しようとした新しい剥離痕が認められる。 S6も全面に細か

な剥離を加えた平基式の石鎮である。

石匙(S7"'--'9) いずれも縦型の石匙で頁岩を材質としており、 S9は破損後に火熱を受け

ている。 S7・8はつまみ部に打面を残しているが、 S9には打面が残らなし、o l、ずれも主要

最Ij離面右側縁には細かな剥離が施される。また S8の主要剥離閣にはつまみ部を除く全面に光

沢が観察できる。

石錐(S 10) 頁岩を材質として、剥片素材の形状をそれほど変えることなく錐部にのみ細か

な剥離を加えている。先端部は磨践して丸みがある。

お槍(Sl1"'--'13・15) S 11・15は白掲のある黒擢石、 S12・13は頁岩を材質としている。 Sl1

は先端部両面に l次恭IJ離面を残しており、調整剥離も粗い。 S12・13の主要剥離面の調整は全

面に及んでおらず l次剥離面を大きく残している。 S15は先端部に古い剥離面を残しており未

完成品とも考えられる。

スケレイパー (S16・19) S 16は、背面の下端と左側縁に二次調整を加え刃部を作出してい

る。主要科離面にはわずかに調整が加えられるのみである。 S19は頁岩で大型の縦長剥片を素

材として、打面を残しながら両側縁に二次調整を加えた石器である。

取した以外何の調整も施されていなし、。背面下部に 1次剥離面を残している。

石箆(S14・17・18) いずれも頁岩である。 S17は両面調整で刃部は丸みをもち細かな科離が

施される。 18は半両面調整で、横長;'frU片を素材ーとし主要剥離尚一の両側縁に調整が加えられる。

刃部は緩い曲線を描き、二次調整の剥離の稜線は磨滅している。刃部にアスファ/レトが付着し

ている。

二次加工ある剥片(S20~22) いずれも S 20は両面調整され、背面下端には細かな{frlj
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離も認められる。 S21は背面右側縁上半に細かな科離が認められる。 S22は背部の上下両端に

わずかに調整が加えられており、左端を錐部として使用した可能性もある。

皇警製石斧(S 23.24) 緑色稜灰岩を材質としたものである。 S23の刃部は再生された痕跡を

残しており、使用痕も顕著である。 S24の頭部には敵打痕があり、また破損部にもわす冶ミで、は

あるが離打の痕跡がある。

田高(S25~32) 凝灰岩の材質で、楕円形の擦の両面あるいは片面に間部がある。凹部は礁

の長軸に沿って(実関図中では上から下へ)田部が推務しているのが多い。また S25・26・29では

凹部のある面が暦られているが、この磨屈と凹部の形成の前後関係は判然、としない。 S31はお

そらくは石皿を転用したものであろう。片面には加熱による黒斑(スクリーン・トーン部分)が

認められるが、これは凹部の形成される前のものである。

磨石(S33) 安山岩の円擦の 3面に磨面が残るものである。

擦痕のある石器(S34) 板状節理のある凝灰岩の両面に擦痕の認められる石器であるが、両

面の擦痕の状況が異なっている。実測図中の左側の面の擦痕は、縞 4mrnほどで断面も丸みを呈

しており、細みのものを丸く磨く砥石として利用されたと考えられる。逆菌の擦痕は極めて細

く線状的で、先端部が鋭利なものでヲ|っ掻いたような傷痕にも見える。

被砕磯(S35) 黒色の頁岩で、実測図中上からの加撃によって剥取された面がある。この剥

取された剥片が SB241の柱穴れから出土した第75図Slである。
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第 5

l節拡物分析

l 分析の目的と試料

雄物川 され 50 

している。本分析では、

う堆積物中に示標テフラ層 100 

し、その降灰層準から土層の堆積

年代を知ることを目的とする。分析試料 15り

は、 1.m. v・vr層にかけて採取された

17点(No.1 ~ 17)で、全点について重・軽 200

鉱物分析を実施した。 の断簡及び分

析試料の採取位置を第105図に恭す。

2 分析の方法

17 、て、以

(1) 比較的砂分の多L、No.1"， 2については60g、砂分が少ないNo.3 ~ 8 ~ NO.ll、花、 16、17

マノ

第 5章 白熱科学的分析

向口 的分析

() Cll1 

V 

直!
開

問
問

W 

W 

第lu5図 試料採取地点、の土層思

ートー")1，-口

7こO

については150g 、砂分が非常に少なし、No.9 、 10、 13~15につL、ては250g 

(2) 

80
0 

C 

(4) 1 

と1/16削分析簡によって、

ょっ

(5) テトラブロモエタン(比重2.96)によっ

po 
々 し、

-I-_ 
1，-。

3 

LtこC

[すo.1で最も多く含まれており、重鉱物の約50%を占めている。 No.2もかなり多

い。 No.3・4では20%と少なし、 No.5では45. と最も多くなり、それより下位uオ0.14

175 



上野台遺跡

あたりまで)に向かつては

割合が小さくなる傾向にあ

る。 No.15力主ら 17vこ方￥lナて

は、僅かに増加する。

角閃石は、 No.4(43.4%) 

やNo.12(52事 6%)に出現の

ピークがある。磁鉄鉱は、

斜方輝石の傾向と負の相関

関孫にあり、特に下{立の[オo.

14 (61.5%)やNo.l6(62. 1%) 

で最大となる。その他、単

斜輝右が上位の試料に少

量、カンラン石や黒雲母が

ごく少量それぞれ含まれて

上野台遺跡チフラ試料の霊鉱物組成

IT ，L 

.34 dつιq ム218心

μ 〆、 97 30 34 .36 221 

o 4G 14 31 48 69 20;:-; 

4 55 10 95 47 219 

5 119 19 60 44 21 263 

G 92 18 44 !:lU 10 214 
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8 64 1 
4 70 70 1.3 つ中d つ1 

9 47 3 63 87 戸/ 218 
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第106関 上野合遺跡に怠ける重鉱物組成

じの中間型ガラスLt、 まれて
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L、る。 No.2Vこは、繊維束状の軽石

型カ、ラスが比較的多く含まれてい

る。またNo.12には、平板状のノくノL

フ型ガラスが比較的多く含まれて

L、る。石英は、 T{立の試料に比較

的多く含まれているほか、斜長石

も少量づっ認められる。

4 考察

広域テフラの示標となる火山ガ

ラスの濃集帯は、今回の分析では

認めることができなかった。ま

た、ガラスの量自体も少なく、屈

折率を測定するのに適当な試料は

無かった。

ここでは、相対的にややガラス

第 5章 自然科学的分析

第 2表 フラ試料の軽鉱物組成

INT PlV1 QZ FELD OTHERS TOTAL 

11 8 15 157 243 

つ .町、 11 〕っ Uてミ J円 6 4 142 219 
trJ -3 11 q 

19 172 227 

3 10 6 16 18 194 247 

5 :) 円i .f33C4ニ1 13 151 214 

6 3 7 l 14 148 216 

7 4 6 5 21 13 197 246 

8 aq コ 2 31 り 197 239 

9 51 8 152 212 

10 1 47 13 170 233 

11 つ リ「 78 7 14:=¥ 235 

12 11 2 84 7 146 250 

13 l 83 2 137 223 

14 ] つ 106 2 121 232 

15 86 2 142 230 

16 83 l 133 217 

17 59 l 155 215 

の多かつ

について考察を試みる。

BW:バブル型火山方、ラス

2とNo.12 INT: I-IJ I間引火山力、ラス

PM: lj!是正I"ljU火山ガラス

QZ:石英

ドi三しD: 三 七

o 50 100% 
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No.2 :繊維束状のガラス

第107図 上野台遺跡における軽鉱物組成

あたる。縄文時代期の遺物包黒褐色
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と野台遺跡

号、伝送
仁コほヨ ることから、

この時代の示標テフラのうち、秋田

ある。

テフラと考えることができる。

る可能生があるテフラにi主、 i大戸の 2つが

a) 国a火山灰CTo-al 出火山からl噴出したと考えられるテゥヲで、東北地

してし τ る(町田 ほか、 1981)。鼓豊山地や仙台付近でも純層で認めることが

できるo

b) 十和田 中撮(To-Cu) :5， 000~5 ， 500年前に十和田火山から噴出したと考えられるテフ

ラで、近年広域テフラとして脚光をあびてきている。飯豊山地では約6.300年前に九州から飛

来した鬼界アカホヤ火山灰の上位に発見されている(西域・小松原、 1988)。一方、低湿地遺跡と

して有名な山形県押出遺跡で認められたOn-1も、 To-Cuと考えられる

時代の示標テフラとして、

No.l2 :透明ノくブ

る。

う flood loam ある。透

明のパブノレ型ガラスに富む示標テフラとしては、第lに九州の姶良カルデラから2.1--2.

した姶良Tn火山灰(AT:町田・新井、 1976)が挙げられる。しかし、現在の河床と段

丘面の比高は約50m近くあり、段丘面の形成時期がかなり古い可能性もある。 ATよりさらに

フラかも知れなL、。 No.4 している。 )(LUガ

ラスの量が少ないため、明確なことは言えないが、 10，000--13，000年前に十和田一八戸テフラ

(町田ほか、 1984)の可能生もある。十和田一八戸テフラは、最近岩手火山東麓でも見付かつて

おり、火砕流とし されてし、る(土井・

したことも考えられる。日本第四紀地図(日

1986んこの火砕流が当地域主

1987)では、火砕r主が雄物J!I

してし、るようなラインがJ苗カ寸1ている O

L、ずれにしても、ガラスの量が少なく、 しているとは言い

iJ~j:こ\、口 より 良い地点
。

『

'
Q
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2節 liC

試料{土、

"""-6 ) 0 

この ST221は、

谷(ST221)理土中よりC 

によって生じた自

第日章 自然科学的号桁

さ;.fltこG Jちる (No.l

として利用したと考

えられており、断面で17層に分層されている。

ついて採取されたもので(第109図入 No.3では縄文時代後期初頭のち NO.5

しているとのことである。

2 測定

った。

3 結果

とも

しくなる傾向は、認められない。

ら 下位より 向け

1987年10月8日

な

しました試料についての14C年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

として Libbyの半減期5570年を使用しています。また

5にもとづし、て

に相 と自然計数率の差が 211以下のときは、 3σ

(B. P.)のみを表示してあります。また試料-の、戸線計数髄と現てア
ど】

との差が 2σ以下のときには、主主odern と し、 dHC3/~を付

三コ 1 --r七 li 下
口u ~ '-μJ ノ品

記
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小
川
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上野台遺跡

第 3節花粉分析

l はじめに

横手盆地の北西の雄物川 る。この周辺は、 )11 

/し 100m前後の出羽 よりず£る。こ ともなう向 は、花粉

殆ど残ってL、ないのではなし、カミと虫、われた。しかし、

が少ないながらも得られた。

分析に適したものとは言えず、

ら、花粉化石

化石の検討のみ行なわれた。 し、て、

ここでl工、

L、て報告する。

き花粉化石群集から見た と花粉膜の保存につ

函
四
回

田 4 

11 

"Jl 
、.>

亡、J

6 10 

I.Gt1 2.Gt1+ 3.CtII 4.GLIl十 5.CtIII+ 6曹 GtlV 7.(;1 V 
8. 氾 H~;~1京 9. J王段 10.IEIi可泣・河原 .1'1然JJlkr功 11 

(l也Jf3分百図 式Ij手口肝1:i{IIIllii(秋 l五県、 1979) を簡 !Hi~-.f 七 j
第108図 上野合遺跡周辺の地形分類図
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第5者 自然科学的分析

2 地形-地質概略

上野台遺跡は、雄物川狭窄部低(台)地にあ i)、三方向を雄物111により留まれ、東側には大沢

郷丘陵地がある(第108図)。この部分は、 GtI.GtI.GtTI.GtIT.Gt護.GtIv・GtV(秋田県、

1979)の7段の段丘面がある。

Gt 1 る。 Gt1面は、

で、広大で波浪状の平坦緩斜面を

呈する(秋田県、印79)。また、 Gt1面にはい

打1
55ー

くつかの大きな谷が入り、上野台遺跡の西側 54ー

には、九升田沼を形成する谷が入り込んでい

る。この付近では、高位段丘面(Gt1 )がGt

I面の東側に小さい面を残しているが、大沢

郷丘陵地を除けば広い面としては一番高い面 53ー

である。 GtI面はサンガモン間氷期(リス

ウノLム間氷期)で、約12-----13万年前に形成さ

OJ.!Ci洲!!山則!I羽lリ定試料
曜命静花粉分析試料

れた面である(秋田県、 1979)。時代的には、第109図 j-lc測定@花粉分析用試料の採取地点

下末吉間に相当する。
(C区ST221)の土層断面図

分析を行った層位は、 Gt1面に形成された深さ約 2mの る堆績物である。地

層は、上位より I-X百層に区分される(第109図)0 XVJI.xm層は黄色士、 X¥l['lX.¥夜'V.N

層は褐色土、部層は暗褐色土、:rr.1層は黒褐色土よりなる。

なり乱れているが、 V と載る。また、 V層 前期の

二j--器、 される。

3 試料と方法

分析試料は、 C区ST Ltこc 現地で露頭から 2 cm前後の)享さ

でスポットサンプリン

分析は、 5 gを -48%HF(約30分)一 ( ZnBr" 比重

2.15， 750rpm. 20分晶 10分)ーアセトリシス処理(濃硫酸 9:無水酢酸lの混液-湯W15

分)の)1恥こ行った。

プレパラート作成は、タッチミキサ マイグロピペット

り合わなし 、グリ寸ヒリン

4 花粉、化石群集の出現傾向

断片的係数による歪をなくすためプレパラート 1・2

に出現した全ての分類群とその出現個体数を第 3表に示した。
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上野台遺跡

また、主要花粉・胞子化石については、花粉分布図(第110図)に示した。全般に出現国体数が

少なかったため、今回は基数が100を越える試料についてのみ示した。出現率は、樹木花粉は

樹木花粉総数、革本・胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率て、産出した。

図版に示したPAL.MY番号は、単体標本の番号を示し、それら標本は(株〆)パレオラボ

管しである。

同定された分類群数は、樹木花粉が22、革本花粉及び樹木か草本か不明な花粉 Lパラ科)が

13、形態分類を含めたシ夕、、類胞子が 3であった。

花粉・胞子化石は、 NO.1-6及ひ、No.10試料て、100国体以上出現したが、他の試料では少なく、

特に黄掲色土のNO.11・14は全く検出されなかった。

花粉化石群集は、 60-80%を占めるコナラ亜属の最優占とハンノキ属を比較的高率に伴うこ

とにより特徴づけられる。他にブナ・ウコギ科などを伴う。 -胞子では、大半をシ夕、類胞子

が占め、革本花粉はヨモギ属・キク亜科・イネ科等が低率に出現している。シダ類胞子は、

に向け増加し、 No.2で61%と多産しNo.1では31%程度になる。

5 花粉膜の保存について

花粉化石の保存状態は、一部花粉を除いて良いとは言えず、図版に示したように外膜が溶け

かかっているもの (No.2・3・8)、破損しているもの(No.4)、外部形態の歪んでいるもの (No.7 )な

どが多い。図版に示したものは、まだ比較的保存がよい方である。一方、花粉含有量も少な

し、。一見した岩質は、関東ロームの様相を示すが、上野台遺跡の場合水っき堆積物のためか、

量的に少なくともし、わゆるローム層中の花粉のように選択的に残存したというような印象を受

けない。しかし、花粉膜が分解されかかっているとしづ事実は、選択的残存を否定することは

出来なL、。

花粉膜は、大きくは外膜(Exine)と内膜(Intine)に区分され、 (Ektexine)と

内層 (Endexine)に分けられる(第111図)。外層は、 Tectum・Columella.Foot layerからなる。

これらの層の区分及び名称は研究者によって異なり、ここでは Faegri&Iversen(1964)の区分

と名称を示した。

Ektex i ne (外層) i 
1 EXINE 

E ndexine(内層〉 I (外膜〉

I N T I N E 

〈 内膜 )

第111図花粉膜のIK分と名称

A
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T
4
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第 5章 自然科学的分析

内膜は、七/Lcロース・ベクチンョカロースなどで形成され、堆覆物中の花粉には残らなし、。外

膜は、スポロポレニンという C91lの高分子物費などで形成され、普通外膜のみが堆覆物中に残

存する。スポロポレニンは、一般に物理・化学的風化に対し極めて強靭であるがクローム酸・過

マンガリン酸カリ等に分解され、また、 日光と より酸化分解される。土壌中では、

ノくクテリアによる腐食も受ける。スポロポレニンは、種により i人この含有量の

量比と酸化に対する抵抗が一致し、含量がおおいほど分解されにくし、(中村、 1967)。

シダ類胞子，キク科は比較的強く、逆に落葉性樹木花粉は分解され易い。つまり、風化土壌や

ローム層などの酸化条件下では、花粉の外膜は分解され易い環境にあり、強い花粉のみが選択

的に残存する。

この様な状況であることから、今回 どの程度周簡の植生を反映しているかという間

るが、比較的分解され易い落葉性樹木花粉からなることから、強L、分解を受けたわけ

ではないであろう。

量的にすくないのは、分解もさることながら堆積速度との関係で、本質的に花粉が少

なかった可能性もある。

HJ-I M日宮口!a NS-I 

。 100% π3 
-0 

“ 2 

-3 

-4 

下一

ト..11 1-5  

Column い

仁二JSand 審議書 PinU5

EJ Sit D CrYi仰 neda

EヨPe口i'fsilt g F.勾 us
包議 Decomposedpeat 師問。uercus

Undecomp附 dpeal [コ OlherIree吉

凶'Ca雪es

HJ-l:本J庄市持 [1'司 MegatJ.:秋田市女出 NS-l :能代市坂}f;;(.i土誠一郎、 1981)
12函 簡略化した樹木分寄図と花粉層序対比国

。。



上野台遺跡

6 花粉化志群集から推定される

した樹木花粉の出現傾向はそれほ コナニラ 占ブ十のi趨伴に

より特徴付けられる。従って、ナラ類-ブナからなる落葉広葉樹林おそらくふズナラ・ブ

らなる冷温帯落葉広葉樹林が周屈に存在していたであろう。また、低地にはハンノキ湿地林が

形成されていた。

秋田県の低地における分析結果としては、女潟(辻・日比野、 1975)、敵国・能代市ーッ沢堤(JII

村、 1977)、本荘・能代市坂形(辻、 1981)などがある。辻(1981)は、秋田県の低地における

世後半の従来知られる花粉群集を統合し、下位よりコナラ属 (Querucus) ブナ属 (Fagus)帯

(上限は約2，700ないし2，000年前)・スギ属(Cryptomeria) ~ブナ属コナヲ属帯(上限は約1 ， 000

年前トマツ属 (Pinus)帯の 3地域花粉群集帯を匹分した。そして低地及びその周辺では、コナ

ラ属・ブナ属の優占する落葉広葉樹林から、スギを含む落葉広葉樹林、さらに人間の植生破壊

tこよりマツ しーこたし遷変し
r」

上野台遺跡におし、ては、それらの変遷を時空的に検討できる結果は得られていないが、それ

程の距離的・比高的整なく、ほぼ問撲の著署をしたであろう【 !一軒肯遺跡の結与きは 苦いすの

コナラ属一フナ属帯に総て比較され、 I層は約2，000年前以前の堆積層と考えられる。このこ

とは土器編年とは矛盾しなし、。また下限については推定できないが、少なくとも

新位の堆覆物である。

引用文献
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第 6章まとめ

第 S童まとめ

と遺構について

心と、 いしは前期初頭から中'近i止

まで断続的ながら人々の生活の舞台となって L、たことがわかる。ここでは遺跡出土の土器とと

もに、それが伴う遺構の在り方について概略を述べたい。

I群土器のうち 1類としjこA区出土の縄文地に大まかな沈緯を施す土器と、 3類の太い縄文

原体を回転押捺したと考えられる土器は、長七谷地貝塚でと111名ll.綱文系土器に併行すると

Lた第E群土器に相当する。また I群 2類a、bのO段多条の LR縄文を多用し、平坦な口

をもっ土器は長戸七谷地貝塚第豆詳に相当しそうである。これら土器の伴う遺構としてはA区の

S K16がある。 A区全体としては、遺構の集中する調査区中央やや北寄りに位置しており、こ

T 1戸.J.，......J.__. .、 1 -l-マ τT 'T'円九 円宅 与、、け 1"[烹 I、γTム、 r ::'i← T.刀， T 習さ正ーし豆豆ムではj _L 1 
Uノ::;1\. 10 包-::'i'j-ii l_} こヲ.-;:;;n.. l/V'/l/ ツツ l 、 fロJ~μa つ、石 iνノ i 併ニヒ帥μ ー山ムし1.... "号 FU)0 

E群土器の時期になると、 A区で 3類大木 8b式期の竪穴住居跡、S1 13があり、土器埋設の

石田炉をもっ円形の J住居である。もう 1軒 (S1 37)も同時期の可能性がある。

4類大木10式期になると C区に 5軒の竪穴住居跡が現れる。これら住居は、東西に細長い尾

根上に近接するように並んで検出されている。一方A区では大木10式期の SK49が遺構集中地

域の中央に 1基存在するだけである。 4類士器とした土器はC区で、文様構成上a'bに分けたが

A区SK49出土の37はbに含まれるもので大木10式第百段階の土器である。

車群土器 l類は先述したように、広義の門前式や宮戸 Ib式など時間と系統差のある土器を

一括している。 A区 SK42出土の49や遺構外出土の121などは門前 I式に併行し、 C区の遺構

内出土の27・31、A区の147などは門前式に後続する宮戸 Ib式と考えられる。

この時期にはA区では SK42・46遺構集中地域から離れて存在している他、 6基の土坑があ

り、特に SK26は土製耳飾の出土から土墳墓と考えられる。また同じA区の焼土遺構もその確

認、面と包含層の土器から問時期と判断される。 C区掘立柱建物跡SB241・242は、その柱穴内

出土の粗製深鉢形土器の破片ーからこの時期のものと考えられ、同一{自体の破片を出土した SK

214v土土墳墓として伴う可能性がある。 B区の竪穴住居跡S1 104もこの時期である。

理群土器 2類は十腰内 I式併行の土器であるが、明らかにこの時期と考えられる遺構は検出

されてし、ない。

直群土器 3 C[三遺構外出土土器164に代表される。 る仁i縁部は鋭く間曲し、体

部が直線的に底部に向かつてすぼまる器形である。体部の円形の刺突は指頭による。こうした

ヴ

i
O
0
 

1
i
 



上野台遺跡

体部全面に刺突の行なわれる土器は、秋田市の坂ノ上A遺跡や雄物川町の根羽子沢遺跡からも

出土しており、以前より三十稲場式土器との関連性が問われ、後期初頭に位置付けられること

の多かった土器で、ある。

N群土器の時期、弥生時代に至ってはA区におし、てそれぞれ l

にすぎなし、。

上野台遺跡はその出土遺物が多時期にわたるものの、それに伴う時期の明確な遺構は少な

い。その中で、 A区の大木 8b式期の竪穴住居跡やC区の大木10式期のそれは、短期間ながら

さhている

も、遺跡が居住域として使用されていたことを物語っている。さらに後期の前半にはAIKでは

土壌墓、 C区では特殊な掘立柱建物跡などがあり、この時期に至って遺跡は小規模ながら墓域

として使用されていたことが窺えるのである。

2 科学的分析について

発掘調査にあたって、上野台遺跡では、既述の通り科学分析をおこなっている。花粉分析と

14C測定はC区ST221の試料で行ったものであ i)、 5層出土の表裏縄文土器の年代と

把握を目的としたものであった。分析の結果は期待に反し、 ST221が再堆積土によって埋没

しており断層によって生じたとしづ判断が裏付けられたことになったが、花粉分析結果からは

S T221の 2 000年以前の堆積土であり、 14C測定結果の 2層採取試料の年代2720=1=100と

矛盾はしなし、。従って ST221は縄文時代終末期にはほぼ埋まりきっていたものと考えられる。

問題は特殊な遺構である SB241・242の時期(縄文時代後期初頭)にST221が関口していたかど

うかであるが、分析の結果からはいす‘れとも言及できない。

重鉱物分析は火山ガラスを検出し、その屈折率によって既知の火山灰との同定を行い、遺跡

の立地する段丘の年代を明らかにしようとしたものである G 分析の結果からは良好な火山ガラ

スの検出はなされなかったが、男鹿市箱井では!日石器研究の鍵層である姶良Tn火山灰の純層

が確認されており、こうした分析を繰り返すことによって県内でも縄文時代以前の遺跡や遺物

きめる降下火山灰の発見がなされるものと考えられる。
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